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リレーショナル・データベースによる

有用植物の病害診断支援システムの開発

濱屋悦次・大久保博人・佐藤豊三

（1989年7月17日受理）

　有用植物に発生する病害は，わが国で報告されているものだけでも1万近くにのぼり，

その発生状態はきわめて多様である。従ってその診断や病原の同定は，専門的知識，豊

富な経験，十分な文献情報などの裏付けにより初めて可能となる。その一方で，最近の

情報処理技術の発展にはめざましいものがあり，コンピュータを用いて，病害の診断や

病原の同定を支援するエキスパー一トシステムも試作され始めた。そこでここでは，広範

な有用植物を対象にした場合における病害診断の支援システムの基本的なあり方につい

て考えると共に，システムを試作しその能力についても検討を試みた。

　本システムは植物，病害，病原など複数の主要なデータベースファイルと画像ファイ

ル，およびプログラムから構成されている。特にこれらのデータベースファイルは互い

に結合されるよう関係づけられており，リレーショナル・データベースとして機能する

点に特徴がある。システムの診断の経過は，まず植物名，発病部位，病徴標徴を入力す

ると，病原の種類くウイルス，細菌，糸状菌，線虫）を推定し，次にその種類ごとに検

索作業を行い，それぞれに診断結果を出力する。特に病原の種類の中で最も病害数の多

い糸状菌病の場合には，検索過程において画像情報を含む菌学的特性による検索が可能

となっている。

　本システムは，テストした範囲では所期の適正な診断結果を示したので，広範な有用

植物の病害診断における支援システムとして，一つの基本的方向を示すものと考えられ

る。
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1　まえがき

　植物の種類は極めて多く，人間が直接的な意味でそ

の有用性を認めているものだけでも大変な数にのぼる。

それらの植物はまた，いろいろな原因で病気になる。

有用植物の病気は一般に，それを扱っている人問に

とっては被害とみなされるので，植物の病気は病害と

いわれることが多い。病害を防ぐためには，病気を診

断して原因を確かめ，的確な防除対策を講じなければ

ならない。

　病害の原因には，大きく分けて二つある。…つは非

生物的なものであって，温度，日照，水分など気象条

件，肥料，微量要素など栄養条件，その他の環境スト

レスが含まれる。もう一つは生物的なものであって，

糸状菌，細菌，ウイルス，マイコプラズマ様微生物な

ど，主としていわゆる微生物である。ここでは，後者

による病害を対象とすることにする。生物的な病原に

よる病害は，別の言い方をすれば伝染性である。

　日本植物病理学会で編集刊行している「日本有用植

物病名目録」第1～5巻および「日本有用植物病名目

録追録＜1＞～＜9＞」（以下「病名目録」と略す）

によると，わが国で知られている有用植物の病害は，

8，000以上記載されている。これらの病害を診断し，

病原の同定を行うためには，長い経験と広い知識に立

脚した的確な判断力を要し，膨大な文献の集積も必要

である。即ち，その道のエキスパートでなければ病害

の診断，病原の同定は不可能である。ところが，その

エキスパートは，一朝一夕で養成されるものではない。

そこで，そのエキスパートの代わりをコンピュータに

ゃらせようとするのが，いわゆるエキスパートシステ

ムである。コンピュータの記憶容量の大きいこと，そ

の記憶の正確であること，検索の速いことなどが，甚

だ有効な手段になりうることは問違いない。

　そこで，パーソナルコンピュータを用い，前述の

「病名目録」に記載されている全病害につき，リレー

ショナル・データベースと検索プログラムを組み合わ

せて診断システムを構築した結果，比較的簡単な検索

条件を入力することにより，かなり的確に病名の診断

と病原の同定を行えることが明らかとなった。本シス

テムは，さらに改良の余地があるが，今後の植物病害

診断エキスパートシステム構築のつの指針ともなり

得るものと考えられるので，システム構成の基本的な

考え方，構造などを述べて御参考に供したい。

　システムの構築に当り，膨大なデータベースの整備

には小松弘子さんの御苦労に負うところが大きい。ま

た四国農業試験場の吉富均技官には画像情報に関する

部分で多大の技術的な援助を受けた。各病原に関して

は，ウイルスは農業研究センター・亀谷満朗技官，細

菌は元農業環境技術研究所・土屋行夫技官，線虫は農業

環境技術研究所・西沢務技官に御教示いただいた。記

して深謝の意を表する。

　なお，本システム構築に関して，データベース，検

索プログラムなど基本的な部分の作成は，主として経

常研究によったが，診断システムとしての全体的な構

築研究は，　一般別枠研究「農業生産管理システム構築

のための情報処理技術の開発」の分担課題として行っ

たものである。

皿　診断システム構成の基本的な考え方

　1．対象病害の範囲

　本システムでは，前述したように，「病名目録」に

記載されている病害全部を対象にすることとした。こ

のなかには，食用作物，特用作物，牧草，野菜，草花，

果樹，林木など多種多様な植物の病害が含まれている。

これまでにも，イネ，ダイズ，トマトなど，特定の作

物（植物）を対象にした病害診断システムは，幾つか

試作されている（MICHALSKIら，1983；古在，1986）。

これらは，特定の植物に発生する限られた数の病害に

関して，品種，栽培条件，病害発生の環境条件，病害

発生の時期，病害発生の経過，病害の病徴など，非常

に細かい多数のデータに基づいて診断するのが…般で

ある。病害はそれぞれが甚だ特異である上，植物に

よって病害の種類も発生経過なども異なっている。今

回の試作システムでは，極めて多数の病害を対象にし

ているので，各病害について，それほど詳細なデータ

を集積することは不可能である。すなわち，今回は，

可能な限り単純で少数のデータによって診断を行う汎

用システムの構築を目的とした。

　2．診断条件設定の方式

　診断システムにおける作業回路には，対話形式で…

つ一つ条件を設定して，二者択…的な分岐方式で処理

を進めて行く方法と，一括して診断条件を設定し，後

はシステム内部で自動的に処理させる方法とが考えら

れる。これは前項の対象病害の範囲とも関係のあるこ

とであって，今回の試作システムのように非常に多数

の病害を対象とする場合には，各病害に対話形式の回

路を設定するのは，時間や労力の点から不利である。
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そこで，試作システムの診断条件の設定は，一括設定

方式とした。

　3．試作システムの基本構造

　以上に述べた二つの点を考慮して，試作システムで

は，対象とする8，000点余りの病害に関する諸データ

をリレーショナル・データベースの形で幾つかのデー

タベースファイルとして集積し，次いで，それらの

ファイルとリンクして検索作業を進めて行くプログラ

ムを作り，全体をまとめて…つの診断システムとして

構築する方法をとった。この方法によると，各データ

ベースファイルの構造を決定すれば，あとは単純な作

業でデータの蓄積が図れ，また，やや複雑な構造では

あるが，基本的には一つの検索プログラムを作り上げ

れば，全植物，全病害に適用可能なシステムとするこ

とができる。

　用いた機器は40MBハー一ドディスクを付属させた

NECのPC－9801シリー一ズパーソナルコンピュータ

であり，データベース管理システム（DBMS）として

はリレーショナル・データベースの構築に適したア

シュトンテイト社のdBASE皿Plusを採用した。

皿　データベースファイル

　本システムの構成上で最も重要なのがデータベース

である。当然なことであるが，データベースにない情

報は，絶対に引き出すことはできない。データベース

に蓄積されている情報の質と量とが，システムの価値

を決定する。また，本システムに組み込まれている大

小かなりの数のデータベースファイルは，全て有機的

に結合していて，相互に情報を補完あるいは利用しな

がら診断検索作業を進めるようになっており，正にリ

レーショナル・データベースの関係にある。本システ

ムのデータベースファイルは，植物に関する情報の

ファイル，病名・病原・文献などに関する情報のファ

イル，病原そのものの特性に関する情報のファイル，

の三つのグループに分けられる。

　1．植物に関するファイル

　（1）植物種名ファイル

　「病名目録」に記載されている植物1，300種余りの，

和名，英名，学名（属，種名），科和名などが記録さ

れており，ファイル構造は表一1に示す通りである。

表一1　植物種名データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12
　13

フイールド
CODE

植物和名
植物英名

植物英名C
植物学名
植物属名
植物種名

学名命名者
植物標準名
標準英名
標準学名
標準命名者

科和名
＜合計＞

：　A：PLANT．dbf

2　　1306
308／04／89

　型式
数値型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型

文字型
文字型

文字型

幅
　5

26

30

30

50

30

30

50

26

50

50

50

20

448

データの例（RECORD　117）
117

イネ

rice
RICE

Oryzasativa
Oryza
sativa
L．

イネ

rice

Oryzasativa
L．

イネ科

和名は別名や異名でも登録してある。和名及び英名の

フィールドにはインデックスがかけられている。後述

するように，診断検索の第一条件として，被害植物名

力㍉別名や異名を含む和名で入力されても，あるいは

英名で入力されても，この植物種名ファイルにより，

全て「病名目録」に載っている標準和名に変換されて

から以後の検索回路に入るようになっている。例えば，

バレイショやPOTATO，potatoで入力されても，標

準和名はジャガイモに変換されてから以後の回路に進

む。このことは，「病名目録」において一括して記載
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されている類似の近縁植物についても同じに扱ってい

る。例えば，多くのミカンの類がカンキツ類となって

いたり，サクラの仲間が全部サクラ類として一緒に

なっているなどである。

　また，このファイルにある各植物の科和名によって，

次の科和名ファイルから必要情報を受け取るように

なっている。

　（2）植物科名ファイル

　このファイルで最も重要な情報は，それぞれの科が

属する標準病徴グループ名である。植物は病気にかか

ると，病気の種類に応じた病徴を示すが，その病徴は

植物の種類によって異なる。しかし，比較的よく似た

病徴を示す植物群があるので，それらをひとまとめに

してグループ名を付け，診断検索のキーにしてある。

　また，このファイルには，システムに記録されてい

る植物の科以上の分類学的な所属が主に杉本（1982，

1983，1987）に従って記録されているので，植物種名

から必要に応じて，それらの情報を受け取り，画面ま

たはプリント出力することができる。ファイルの構造

は表一2に示した。

表一2　植物科名データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12

フイールド
CODE

科和名
科学名
目和名

目学名

亜綱和名
亜綱学名

綱和名

灘
門学名

病害の形式
＜合計＞

：　A：PI、FAM　I　LY．dbf

：　　139
103／01／89

　型式
数値型

文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型

文字型

幅
　5

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

　3

209

データの例（RECORD　12）
12

イネ科
Gramineae
イネ目

Glumiflorae

単子葉植物綱
Monocotyledoneae
被子植物門

Angiospermae
GRA

　（3〉標準病害発生部位ファイル，標準病害病徴ファ

イル，標準病徴病原群ファイル

　前述したように，各植物の属するグループによって

標準的な病害の発生部位や病徴があるので，診断条件

の設定に当たって，それらを画面に表示するための

ファイルが必要である。また，その設定条件から次の

2。で述べる病原群を推定するために，病害発生部位

や病徴と病原群との関係を収録したファイルがなけれ

ばならない。現在のところ全登録植物を，イネ科，ユ

リ科，ナス科，ウリ科，マツ目，その他一般の6グ

ループに分け，それぞれにこれら3ファイルを作成し

てある。今後診断精度を上げるためには，植物群を更

に細かく分け，各植物群の標準的な病徴などもキメの

細かい記述にする必要があろう。イネ科植物群を例に

とって，ファイルの構造を表一3～5に示した。

表一3　標準病害発生部位データベー一スファイルの構造

データベースの構造　　3A：PI、GRAP．dbf

データ・レコードの数　：　　　8
最終更新日付　　　　　　308／02／88

番号　フィールド　　型式　幅　データの例（RECORD　3）
　　1CODE　　　文字型　　1L
　　2　発病部位　　文字型　　28　1、＝葉（含葉鞘）

　　3　発病部位S　文字型　　28　葉（含葉鞘）

〈合計＞　　　　　　　　58
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表一4　標準病害病徴データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数　：

最終更新日付
番号　　フィールド　　型式

　　1　CODE　　　　文字型
　　2病原の種類　文字型
　3　病徴標徴　　文字型
　　4　病徴標徴S　文字型
〈合計〉

：　A：PLGRAS．dbf

　　　27
3　08／31／88

幅

2
5
26

26

60

データの例（RECORD　3）
Bl

BF

B1＝褐・黒色の微小病斑

褐・黒色の微小病斑

表一5　標準病徴病原群データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

3A：PLG盆AG．dbf

＝　　　5
＝08／30／88

フィールド　　型式

CODE　　　文字型
病原　　　　文字型
病原S　　文字型
発病部位　　文字型
病徴標徴　　文字型

〈合計〉

幅
　1

36

30

　9

40

117

データの例（RECORD　3）

F
F＝病原は糸状菌
糸状菌
LSVFRO

AIBIEIFIGIHIIIJIKILIRISIT1）1XIYIZ1

　2．病名・病原・文献などに関するファイル

　植物の主な病原は，ウイルス，細菌，糸状菌，線虫

の4つの群である。これらの病原群は，群によって性

質が甚だ異なる上，植物上に生ずる病徴にも特徴があ

る。そこで，病名・病原名・文献などの情報を納めた

ファイルも，それぞれの群で独立させた。ウイルス群

は約600レコード，細菌群は約400レコード，糸状菌群

は約6，100レコード，線虫群は約1000レコードである。

表一6　ウイルス病データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　2
　3
　4
　5
　　6
　　7
　8
　　9
　10
　il
　12
　13
　i4
　15
　16
　i7
　18
　19
　20
　21
　22

フイールド
CODE
ウィルス名
ストレイン
VIRUS　NAME

GROUP　NAME
クリプトゲラム

SYNO醤Y瓢

COI、LECTION

宿主和名
植物類別
病名

BYO囲EI

DISEASE
病徴

発病部位
病徴標徴
粒子形態
伝染方法
病名目録
初記載
備考

OPERATOR
＜合計＞

＝A：VIRUS．dbf

3　　585
：03／G6／89

　型式
数値型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型

幅
　6

60

20

40

25

50

66

60

26

　6

26

30

40

66

　9

36

20

30

　2

200
147

1G

976

データの例（RECORD

2
イネ萎縮ウイルス

2）

紀ice　dwarf　vir匙ヨs

Phytoreovlrus
R／2：Σ16－17／11：SIS：S，1／Ve／Au

RicestuntvlrUS

イネ

食用

萎縮病
ishuku－byou

dwarf，stunt
萎縮

ALS

図1S1

径70球状
ヨコバイ（P），経卵

有

高田鑑三：大日本農会報17M，1895（明28）

KA照EYA，　ト藍．
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表一7　細菌病データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　1
　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10
　11
　12
　13
　14
　15
　16
　17
　18
　19
　20

21

22

：　A：BACT．dbf

：　　389
：03／06／89

フィールド　　型式
CODE　　　　数値型

GENUS　　　文字型
SPECIES　　文字型
AUTllOR　　文字型
新属名　　文字型
新種名　　文字型
新亜種名　　文字型
新命名者　　文字型
SYNON盟　　　文字型
COLLECTION　文字：型

宿主和名　　文字型
植物類別　　文字型

病名　　　文字型
BYOU肥1　　文字型
DISEASE　　文字型
病名目録　　文字型

SYMPTOH　　文字型
発病部位　　文字型
病徴標徴　　文字型

初記載　　文字型

備考
OPERATOR

＜合計＞

幅

6
20

30

65

20

30

30

65

66

60

26

6
30

40

50

　2

20

　9

36

250

文字型　M7
文字型　10
　　　1019

データの例（RECORD　l7）
17

Xan　thomonas

oryzae
（Uyedaetlshiyam＆）Dowson
Xanthomonas
campestris

PV．　oryzae
（lshiyam＆1922）Dye1978
Pseudomonasoryzae
O3一㎝082～03－01086，03－01089，03－01225～03－01244

イネ

食用

白葉枯病
shirahagare－byou
bacterialleafblight
有

LVF

AICiDIU1
西田藤次：農事雑報11（127）：68，1908（明41）；

石山信一：農事試報告45：232，1922（大11）

KO照ATSU，H．

表一8　糸状菌病データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　1
　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10
　11
　i2
　13
　14
　15
　16
　17
　18
　19

フイールド
CODE

GENUS
SPECIES
AUTHOR
SUB　SP

SUB　AUTHOR

OTHERSTAGE
SYNONY擁

COLLECTION
宿主和名

植物類別
病名

BYOU瓶I

DISEASE
病名目録
SY鯉丁0弼

発病部位
病徴標徴
初記載

：　A：FUNGUS、dbf

：　6136
：07／24／89

　型式
数値型

文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型

　20備考　　　文字型
　210PERATOR　　文字型
く合計＞

幅

6
20

31

38
31

38
40

66

60

26

　6

30

30

50

　2

20

　9

36

254

147

10

95至

データの例（RECORD　1023）
972600
Pyricularia

oryzae
Cavara

魏agnaporthegrisea
Piricul＆riaoryzae
O3－05001，03－05002，03－05468～03－05498，03－05623

イネ

食用

いもち病
imochi－byOu

blast，neck－rot
有

LSF

AIB1

白井光太郎：植物学雑誌10（109）：69，1896（明29）1

西門義一：病菌害虫彙報15：1，1926（大15）

llAMAYA，　K．
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表一9　線虫病データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12
　13
　14
　15
　16
　17

フイールド
CODE

GENUS
SPECIES
AUTllOR

線虫和名
SYNONYM
COLLECT　I　ON

宿主和名
植物類別
病名

BYOUMEI

DISEASE
病名目録
SYMPTO照

発病部位
病徴標徴
初記載

：A：NEP4A．dbf

：　　1008

：01／18／89

　型式
数値型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型
文字型

文字型

文字型
文字型

　18備考　　　文字型
　19　0PERATOR　　文字型
く合計＞

幅

6
20

30

38
40

66

60

26
　6

30

30

50

　2

20

　9

36

254

147

10

881

データの例（RECORD　4）

4
Aphelenchoides
besseyi
Christie

イネシンガレセンチュウ
Aphelenchoidesoryzae

イネ

食用

心枯線虫病
shingare－sentyuu－byou

whlte　t1P

有

L
D1

角田鷹次郎：病虫雑2（3）：214，1915（大4）；

吉井　甫＝農及園19（1D：981，1944（昭19）；

吉井　甫・山本重雄：九大農紀9（3）：209，1950（昭25）

；西沢　務1弥富喜三：日植病報20（1）：33，1955（昭30）

；田中一郎・内田重義：病虫雑28（3）：193，1941（昭16）

KO踵ATSU，IL

　ファイルの構造は表一6～9に示したように，各病

原群によって若干異なるが，発病部位については1桁，

病徴については2桁の共通した記号で記入されている。

なお発病部位，病徴標徴の収録データは岸（1988〉な

どによったが，必要と判断された場合は個々の病害に

関する原著報文や専門家の助言等も参考にした。以後

これらのファイルは一括して病名ファイルと称するこ

とにする。

　3．病原そのものの特性に関するファイル

　病原そのものの特性も，病害の診断に極めて重要で

ある。すなわち極端な場合として，病原の諸特性が明

らかになり，その病原を同定できれば，病害も診断で

きたことになる。しかし，病害の診断に当たって病原

の特性を調べることは，かなり専門的になるので，本

システムでは糸状菌の場合のみ，若干の病原の特性を

検索条件として入力することとした。それに関する主

要ファイルは，次の二つである。

　（1）糸状菌属名ファイル

　「病名目録」に収録されている糸状菌病約6，100の

病原菌は約2，700種であるが，その全ての菌学的特徴

をデータとして収録することは，不可能ではないにし

ても実際的ではない。そこで，徳永（1984），BAR－

NETTら（1987）などに従って，これら植物病原菌を含

む約640の属について，分類学的所属，胞子の形態，

胞子の色，胞子の細胞数などに関する極めて簡単な情

報のファイルを作成した。ファイルの構造は表一10に

示した通りで，菌の特性に関する情報は符号化して入

れてある。

　（2）糸状菌他世代属名ファイル

　糸状菌の特性検索で困難な障壁の…つが世代の扱い

である。罹病植物上の病原として検索・同定の対象と

なっている菌の世代が，病名ファイルに収録されてい

る菌の世代と一致している場合は問題ないが，他世代

の場合もあり得るので，その点の配慮をしておかなく

てはならない。他世代の記録がある属に対しては，そ

の他世代金属名をHoLLIDAY（1989）などに従ってすべ

てファイルに収録した。最も多いもので五つの他世代

名を付け加えた属があり，診断プロセスでは，可能性

のある他世代全部を点検するようになっている。この
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表一10　糸状菌属名データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12
　13
　14
〈合計＞

＝A：GECO．dbf

：　　635
305／10／89

フィールド型式幅
CODE　　　　数値型　　6
醐冊ER　　　数値型　　4
GENUS　　　文字型　　24
SUBDIVISN　文字型　　30

CLASS　　　文字型　36
0RD肌　　　　文字型　　32
FAMLY　　　文字型　　33
他世代名　　文字型　　66

備考　　　文字型　50
造胞子特徴　文字型　　3

胞子の色　　文字型　　4
胞子の形態　文字型　　8
胞子細胞数　文字型　　5
栄養体構造　文字型　　5

　　　　　　　　　307

データの例（RECORD　381）
973044
468
Pyricul＆ria

Deuteromycotina不完全菌亜門
llyphomycetes叢生菌綱
Hyphomycetales叢生菌目
腫oniliaceae

辮agnaporthe

表一11糸状菌他世代属名データベースファイルの構造

データベースの構造
データ・レコードの数
最終更新日付
番号

　　1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8
　　9
　10
　11
　12
　13
　14
　15

フイールド
CODE
NU糎BER

GENUS
SUBDIVISN
亜門名
CLASS
ORDER

FA肌LY
他世代名
亜門符号
造胞子特徴
胞子の色
胞子の形態
胞子細胞数
栄養体構造

〈合計＞

：A：GECOTASE。dbf

：　　152
：02／18／89

　型式
数値型
数値型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

文字型
文字型

文字型
文字型
文字型
文字型
文字型

幅
　6

　4

24

30

12

36

32

33

60

　1

　3

　4

　8

　5

　5

264

データ例（RECORD　89）
270400
210

門＆gnaporthe

Ascomycotina子嚢菌亜門
子嚢菌亜門

Pyreno噂cetes子嚢殻菌綱
maporthales胴枯病菌目
Diaporthaceae
Pyricularla

4
2
1
12

3
2

他世代検索機能が，このシステムの一つのポイントで

ある。ファイルの構造は表一llに示した。

　4．その他の付属的なファイル

　以上の諸ファイルが本システムを構成するデータ

ベースの根幹となっているが，その他に，検索条件と

して符号（ローマ字及び数字）で入力した病微，胞子の

特徴などの記述を復元するファイルその他があるが，

本筋とは関係ないので，詳しくは述べない。

IV’画像ファイル

　植物病害診断システムの中で糸状菌病の場合には，

Vの4．で述べるように病原菌の菌学的な特性によっ

て絞り込みが行われるが，ユーザーが胞子の形態の選

択肢を容易かつ確実に判断できるようにするためには，

画像を併せて表示するのが適当と考えられる。

　データベース管理システムとして用いたdBASE租

Plusは元来グラフィック機能をサポートしていない



リレーショナル・データベースによる有用植物の病害診断支援システムの開発 9

ので，この機能をサポートさせるためにソフトウェア

インターナショナル社のDBGをユーティリティとし

て利用した。これを使用することにより，診断システ

ム実行時に画面に画像を表示することが可能となる。

ただし画像ファイルそのものは，別に作成する必要が

あるため，胞子の形態に関する線画を画像ファイル化

するためのソフトウェアを試作した。試作したソフト

ウェアは，イメージスキャナ（NECPC－IN503）によ

る線画の読み取りと原画像のセーブ，原画像ファイル

データのMS．DOS上へのロー一ド，原画像ファイル

データからdBASE皿PIUs上での表示のための完成画

像ファイルヘの変換，の以上の作業を連続して行い画

像ファイルを作成する。本システムで使用した画像

ファイルはモノクロで，1ファイル当りの容量が

30KBと非常にコンパクトであるが，カラー情報であ

れば1ファイル当りの容量が3倍になるだけで，技術

的には同等に扱える。

　システム中に組み込んだ画像は1ファイルであるが，

付録のプログラムリストのプログラム名DIAG2の

219および239行が画像表示に関係する部分で，画像

ファイル名はHOUSIF．DATである。

V　プログラム

　パーソナルコンピュータの電源スイッチを人れれば，

後は画面に現れる指示通りにキー操作をすれば，容易

に診断作業ができるようになっている。プログラムは

大部分dBASE皿のプログラム言語によって書かれて

いるが，画像情報に関する部分はIVで述べたDBGを

応用して作成した。プログラムは図一1に示すように

六っのプログラムで構成されており，その全体では約

2，300行である。

∫　植物の分類学的位置検索
　当該植物の登録全病害出力

／　入力病徴と標準病徴の比較　被検病害の病原群を特定

∫　病原群別に検索回路分岐
　病徴により病害を診断

　糸状菌病は菌の特性も配慮

　結果を病原群別出力回路へ

、

D　I　AGV D　I　A　G　B D　IAGF D　IAGN

ウイルス病出力　細菌病出力　　糸状菌病出力　線虫病出力

図一1　各プログラムの関係

　プログラムの構成は，植物病害診断の経験者が実際

に診断を行う場合を想定し，その思考の順序や過程を

モデルにしている。すなわち一般に診断は，植物名

（植物の分類学的位置）の認識，その植物に発生の報

告がある病害の想起，病徴から病原群の推定，病徴・

標徴や病原の特性から病名の絞り込み，の順序で行わ

れると考えられるので，本システムの構成もそれにな

らった。プログラムの概略は図一2・3に示したが，

診断検索作業の進行にそって，三つの部分に分けて説

明する。
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　　↓

植物名入力（和名／和異名／英名）

　　　　　　　　　　　　マ拷搬あ璽D

　　　　　　　　　　　　　　　　　＝噛籍朧；1罵鵬

　　　　　　　　　　　　　標準和名へ変換

欝ll二・◎コ＝◎賑翻二・・

　　　　　　　　　　　病原別準粥

　　　　　　　　　　　　　作繋の選択入力

病原群名既知
分岐
病原群名未知

／璽病原群名入力

ユ

特定指示

植

物

群

に

よ

る

フ

ア

イ

ル

選

択

機

構

　　　　ブリント

輔結果岡

器器慧＿一Q！標灘簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイル

→
→

標準病壇画面表示

病位病徴入力

標準病徴画面表示

臼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病並病徴入力

　　　撰準病徴病原群ファイルー＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当病原名出カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

病原群別

診断同定

フ0一寿尋

の（2》へ

→結果の出力

検索病原群名入力

複敵の病原群名の出力時

選択

図一2　植物病害診断シス子ムのフローチャート（量）

　　　一植物名入力から病原群の推定遇糧まで一
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植

物

の

分

類

学

凶

情

報

の

整

理

病原群

判　別
フo一チャート（1）

　より

検索病原群名

該当病原ファイルの選択
　　　　　　　　　　　　　　ウイルス病名ファイル

　　　　　ー一臼　　　　　　　　　　　　　　紬菌病名ファイノレ

　　　　　　　　　　　　　　糸状齢名フアイル　←r
　　　　　　　　　　　　　　線虫病名ファイル

　　　　　　　　　　　　　　以上から量フアイル選択

→ 植物標準和名 樋物名フィルター処理

病位病徴情報

匪物のデータ抽出

病位病徴フィルター処理

病位病徴該当病名のデーダ抽出

系撒以外　病原群別 糸状菌

〔∋一検索一一

病名コードおよび
病原の属名に整理

胞子形態の画像情報等

検索条件の設定に必要

な情報のファイル

　　　　糸状菌属名ファイル

　　　　系状菌他世代属名

　　　　　　　フアイル
　　　　　　↓

胞子の形成状態入力

胞子の形態・色入力

胞子の細胞数入力

菌系の隔壁有無入力

フィルダー処理

および情報の追加

　病名コード番号むよぴ

該当属特性ファイルの合成

→
病名コード番号に

よる情報復元処理

し

フィルター処理

該当病名コード

　番号に整理

結果の出力

選　択
複数の病原群名の出力時

図一3 植物病害診断シスデムのフローチャート（2）
一各病原群における病名検禦過程一

11
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　1．植物名入力から当該植物の病害取出力まで

　診断システムの起動によって，まず被害植物名の入

力画面が表れる　（図一4）。指示に従って，植物名を

カタカナ和名もしくは英名で入力すると，植物種名

ファイルを検索し，収録の有無を照合する。植物名に

はインデックスがかかっているので，照合は殆ど瞬問

的に終了し，該当植物名がなければ，その旨を画面表

示する。入力した植物名が和名か英名かの区別は入力

文字がローマ字か否かで識別し，インデックスを選択

するので，一つの植物種名ファイルで和英双方に対応

できる。和英いずれにしても，その植物名が登録され

ていれば，標準植物和名に変換する。以後次々とシス

テム内部で検索作業が行われるが，設定した検索条件

は一種のフィルターとして働き，条件に合致したもの

有用植物の病名総合診断システム

植物名を和名（カタカナ）もしくは英名で入力

だけを選んで，次のステップに通す。第一番に作用す

るのは，被害植物名フィルターである。標準植物和名

により，ウイルス病名ファイル，細菌病名ファイル，

糸状菌病名ファイル、線虫病名ファイルの順に検索，

当該植物に登録されている病害を計数して，結果をそ

れぞれの病原群ごとに画面表示する（図一5〉。入力

した植物に登録されている全病害名を知りたい場合に

は，ここで指示すればプリント出力を取ることができ

る。

　　　　　入力植物名二イネ

その植物はイネ科に属します。

それには下記の病害が記載されています。

植物名

　　　ウイルス病

　　　細菌病

　　　糸状菌病

　　　線虫病

病原の種類が不明なら

その植物の全病害を出力するなら

検索条件設定の黄色欄に入力して下さい。

検索条件の設定（U／K／P）

　（9を入力すれば終了）

　　9点

　　4点

　74点

　　4点

U、既知なら

　　　　　P

K、

を、

（999　を入力すれば終了）

図一4　被害植物名の入力画面
図一5　被害植物の病原群別病害数出力画面

下記により発病部位及び病標徴の検索条件を設定して下さい。

発病部位　2

　A＝全身（除全身枯死）

　L＝葉（含葉鞘）
　S＝茎・枝・幹

病徴標徴　3

A1＝褐・黒色の一般病斑
B1＝褐・黒色の微小病斑

C1二穂に白色不稔籾

D1＝葉先・縁の部分枯死
E1＝長い菌糸や菌糸東

F1＝きのこ形成

G1＝地上部にゴール形成
H1＝菌核形成

Ii＝枝幹上平滑菌叢

J1二白粉・餅状病斑

K1＝さび状の病・標徴

L1ニカビの叢生

V＝通導組織　　　　　　　0＝その他苗等
F＝穂・花・籾・種子

昨地際部以下

m＝モザイク症状

M＝壊疽（伴モザイク）
01＝根の先端が丸くなる

P1二葉巻又は巻葉

Q1＝葉・果実等の奇形

R1＝根・塊根等の腐敗
S1二矯化・萎縮

丁1＝若齢期の徒長

田＝若齢期の急性萎凋
V1＝葉脈透化

鴇＝分けっ多・叢生

X1＝苗の腐敗・立枯症状

Y1＝黄（色）化

X1藷根の瘤または叢生

図一6　発病部位及び病徴・標徴の入力画面
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　2．病原群の推定過程

　病徴やその発生部位などから，当該病害が，ウイル

ス病か，細菌病か，糸状菌病か，線虫病か，あるいは

その他の病害であるのか，見当をつける必要がある。

前項の各病原群の病害数が表示された段階で，病原群

を既知とするか，未知とするか選択指示がでる（図一

5）。

　既知とすれば，以後の診断過程として，ウイルス群

（V），細菌群（B），糸状菌群（F），線虫群（N）の

選択指示が引き続いて出て来る。もしも未知とすれば，

当該植物の属する植物群の標準発病部位と標準病徴の

一覧表が画面表示されるので，それに従って該当する

符号を入力すれば，標準病徴病原群ファイルを検索し

て推定される病原群を画面出力するようになっている。

例として，イネ科の場合を図一6に示した。発病部位

や病徴に関して，それぞれ2条件まで条件の入力設定

が可能で，それらはプログラムの中で検索のA　N　D条

件として働く。条件設定が適当であれば唯一の病原群

名が出力され，条件によって絞りきれなかった場合に

は複数の病原群名となる（図一7）。条件設定はパス

が可能であるが，それだけ条件が緩やかとなり，可能

性のある病原群の範囲が拡がる。

あなたの設定した条件に適合する病原群は次の通りです。

　　細菌　糸状菌

下記により病原に関する検索条件を改めて設定／修正して下さい。

　　植物名　：　イネ（イネ科）

　　　B二病原は細菌

　　　F＝病原は糸状菌

検索条件のアルファベットを入力

　　（9を入力すれば終了）

図一7　検索された病原群の出力画面

　3．各病原群における病名検索過程

　画面に表示されている病原群の符号を選択して入力

する。前項で病原群未知とした場合には，処理結果と

して一つもしくは複数の病原群名が画面表示されてい

るので（図一7），一つの時はそのまま，複数の時は

一つを選択して入力する。

　前項で病原群を既知とした場合には，全部の病原群

名が画面にでているので，該当病原群の符号を入力す

る。引き続いて，表示される当該植物群の標準発病部

位と標準病徴により，該当する発病部位と病徴を入力

する。この場合，病原群が決っているので，可能性の

ある病徴は絞られ，前項の場合より表示される病徴の

数は少ない。

　以降の病名検索過程は，前項で病原群既知とした場

合も，病原群未知とした場合も同じである。該当する

病原群の病名ファイルから該当植物に関するものだけ

を抽出した小ファイルを対象にして，入力した発病部

位と病徴で検索し，該当するレコードを選び出す。診

断の条件として設定した発病部位や病徴は，A　N　D条

件で作用する。病原群が，ウイルス，細菌，線虫の場

合には，この結果を診断結果とする。それは，これら

の病原群による病害が，多くの植物で数種類と少ない

ため，以上の検索で十分に診断病名として意味を持つ

結果が得られるからである。しかし，数の多い糸状菌

病の場合には，病原菌の特性によってさらに絞り込む

必要がある。

　4．糸状菌病の場合の病名絞り込み

　糸状菌病は数が多く，病徴だけによって診断するこ

とは困難な場合があるので，病原菌の菌学的な特性に
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よって，さらに病名の絞り込みを行う。設定する診断

条件としては，胞子形成の特徴（図一8），胞子の形

態（図一9〉，胞子の色，胞子の細胞数，菌の栄養体

構造（以上3項目は一括して図一10）の5項目で，可

能な限り簡単な特性を取り上げてある。このうち「胞

子の形態」はIVで述べたように線画による画像情報が

表示される。病原群が糸状菌と入力されていれば，こ

れらの条件設定画面が次々に表示されるが，対象とす

まず病原菌の胞子形成状況に関する条件を入力して下さい

胞子形成の特徴　：

　　　1＝胞子の形成はみられない

　　　2＝胞子は子嚢内に形成されている

　　　3＝胞子は担子器上に形成されている

　　　4＝胞子はあるが子嚢や担子器はない

図一8　糸状菌の胞子形成状況の入力画面

次に病原菌の胞子形態

レ球・楕円・卵・洋梨

　紡錘・繭・俵・長形

！、
　O
o　　O
　o

、

2＝三日月形

曳

3二糸・鞭・棒形

4＝螺旋形 5＝特殊隔壁 6＝有付属糸・膜

図一9　糸状菌の胞子形態の入力画面
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最後に病原菌に関するその他の検索条件の設定

胞子の色 1＝無または淡色　　2二濃色

胞子の細胞数 1・単胞 2＝2胞 3ニ3胞以上

菌の栄養体構造： 1・無隔壁菌糸 2＝有隔壁菌糸 3＝アメー・バ状

図一10　糸状菌のその他の特性の入力画面

る菌の特性が不明な項目はパスしてもよい。全部の項

目をパスすれば，病徴だけによる診断結果が出力され

ることになる。

　一方，前項までの病徴などの処理によって絞り込ま

れた病名小ファイルから，病原菌の属名を抽出し，さ

らにこの属名を糸状菌他世代属名ファイルと照合して，

関係属名を抽出する。これで，病名ファイルに収録さ

れている該当糸状菌の完全世代と不完全世代の属名が

全部網羅されることになる。糸状菌属名ファイルから，

これらの属名のみに関する小ファイルを作成し，その

小ファイルについて上記の病原菌の特性フィルターに

よる絞り込みを行い，設定条件に適応する属を特定す

る。この属名を再び元の病名ファイルに照合し，診断

結果である病名に復元する。

　5．診断結果の出力

　以上の検索過程で，設定検索条件に矛盾があったり，

該当する植物名や菌名がファイルに登録されていなけ

れば，検索がその段階に到達した時点で，その旨を画

面に表示するようになっているので，確認してから復

帰処理により，改めて診断作業を行う。

　最終的な診断結果が得られれば，画面に病原と病名

が表示される（図一11）が，次の画面で更に詳しい診

断結果の出力を求めることもできる（図一12，13，

14）。作業終了を指示すれば，病原群既知と設定した

か，あるいは病原群未知と設定したが単数の病原群が

推定された場合（たとえば糸状菌のみ）には，被害植

物名を入力する画面にまで復帰する。また，病原群未

知と設定し，しかも複数の病原群が推定された場合

検索された菌名と病名は次の通りです

Pyriculari＆oryzae いもち病

何かキーをたたけば次の作業の指示画面。

図一11　診断結果の画面表示
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次の作業の指示

0＝このまま元に復帰

1＝検索結果の要約プリント

2コ病名個表の画面出力

3＝病名個表のプリント出力

処理番号を入力して下さい

図一12　診断検索終了後の作業指示画面

コード番号：972690

菌　　名

菌他世代
菌の別名

菌の保存

宿　　主
病　　名
病　　徴

初記載

：Pyricul＆riaoryzaeCavara

　Deuteromycotina不完全菌亜門
　Hyphomycetales叢生菌目

オペレーター：ll鰯AYA，K．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　llyphomycetes叢生菌綱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　琵oni　liaceae

：門agnaporthegrisea

：Piriculariaoryzae
：03－05001，03－05002，03－05468～03－05498，03－05623

：イネ，rice，OryzasativaL．
：いもち病，imochi－byou，blast，neck－rot
：発病部位＝LSF，病徴標徴＝AIB1

：白井光太郎：植物学雑誌10（109）：69，1896（明29）；西門義一3病害虫彙

報15：1，1926（大15〉
備　　考

図一13病名の個表（イネいもち病の例）

＊＊＊植物病原糸状菌の検索　同定結果＊＊＊　　（1989年6月27日1

あなたの設定した条件に適合する本邦産主要病原糸状菌及び病名のリストは下記の通りです。

検索条件；　（病原は当初
　宿　　主　植　物　　名

宿主上発病部位
特記すべき病徴や標徴
胞子形成に関する特徴
胞　　子　　の　　色
胞　　子　　の　　形　態
胞　子の　細　胞　数
菌の栄養体構造
検索結果　；

　検索された菌（病害）数
　検索結果の表示事項

　不明　と設定）
ニイネ，rice，Oryzasativa，L．
　（宿主標準名：イネ，rlce，Oryzasativ＆L・）
　被子植物門AngiOSpermae，単子葉植物綱図OnOCOtyledOneae，
　イネ目Giumiflorae｝イネ科Gramineae
3（1）葉（含葉鞘），（2）条件設定なし
＝（1》褐・黒色の微小病斑，（2）条件設定なし
＝子嚢や担子器はみられない
；無色・淡色
＝球・楕円・卵・洋梨・紡錘・長形

＝3胞以上
＝有隔壁菌糸

＝1点
＝1行目　日本有用植物病名目録に記載されている菌名
　2行目：日本有用植物病名目録に記載されている病名
（3行目　設定条件で検索された病原菌の世代が上記目録の記載と異なる場合の（亜）門名，属名）

（1）　PyriculariaoryzaeCavara　（本菌の所属はDeuteromycotin＆不完全菌亜門）
　　いもち病p　imoch主一byou，blast，neck－rot ［病名コード番号二972600］

注：各病害にっいてさらに詳細な情報が必要な場合は、病名個表を呼び出して下さい。

図一14　検索結果の要約プワントの例
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（たとえば細菌と糸状菌の2種類）には，病原群名の

選択画面に復帰するので，他の病原群を検索すること

が可能である。

U　システムの使用結果

　いろいろな植物の病害をモデルにしてテストした結

果によると，植物の種類，病原群の種類，設定診断条

件などによって一概にはいえないが，検索項目全部に

条件を設定した場合，最終検索結果がプリントアウト

されるまでに要する時間は1分間以内，出力される病

名は1～数点であり，条件設定に誤りがなく，目的の

病名がシステムに収録されてさえいれば，ほぼ確実に

その中に正解が存在した。出力された病名が1点であ

れば，診断作業は完全に成功したことになり，複数の

病名が出力されても，かなり絞り込まれた結果なので，

若干の補足により診断が可能であった。

W　システムの応用

　病名ファイルの備考欄に各病害の防除法を記録して

おけば，実際の利用場面が広がると考えられる。また，

病名ファイルを食用作物，野菜，果樹などに分ければ，

各作物群のデータを1MBのフロッピーディスクに納

めることが可能で，ハードディスクに比べると診断検

索に要する時間はやや長くなるが，運搬などには便利

となり生産現場での利用も可能である。さらに，植物

は英名でも受け付けるようになっているので，プログ

ラム本体は殆ど変更せずに，容易に英語版の作成も出

来る。

q皿今後の問題点

　本システムは，テストした範囲では一応期待通りの

結果が得られた。きめの細かい診断とは必ずしも言え

ないが，わが国の有用植物の8，000余りの病害に関す

る限り，かなり的確に網を絞ることが出来る。このこ

とから，病害診断システム構成の基本的な考え方とし

ては，一つの方向づけが得られたと考えられる。

　しかし，データベースそのものの収録範囲やデータ

密度等，システムの本質的な弱点に由来する能力の限

界があることも確かである。特に，究極の病害診断シ

ステムとしては，結局のところ，視覚に訴えるカラー

の画像情報が不可欠といえるので，パーソナルコン

ピュータを用いた手軽なシステム構築と，画像情報の

多用とを，いかに両立させるかが今後の最大の問題点

となろう。

　本システムのデータベースは実に様々な文献専門

家の経験的知識により作成されているので，実用化に

際しては著作権の問題についで慎重に扱う必要がある。

本システムは著作権の問題を解決した後，データベー

スを各作物群別（食用作物，野菜など〉に分割し，フ

ロッピーディスクを媒体として防除所など分譲希望者

に無償配布の予定である。
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植物防疫協会，東京．504pp．
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物病名目録追録．日植病報，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（D，ループ対応矢印（←）は，プログラムの構造を
　　　　　　　付　　　　録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　把握しやすくするためにリスト用に印刷したもので，

　プログラムリストを以下に示したので，参考として　　実際のプログラム中には入力されていない（入力する

利用していただきたい。なお行番号，構文対応線　　とエラーとなる）点に注意されたい。

　　　　　1：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　2：　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DIAG1．P盆G　＊

　　　　　3：＊　　　　　　　　植物病害診断システム　　　　　　　　　＊

　　　　　4：＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　5：＊　　　　　　　　　農業環境技術研究所　　　　　　　　　　＊
　　　　　6：＊　　　　　　　　　　　微生物管理科　　　　　　　　　　　＊
　　　　　7：＊　　　　　　　微生物特性・分類研究室　　　　　　　　　＊
　　　　　8：＊　　　　　　濱屋悦次・大久保博人・佐藤豊三　　　　　　　＊
　　　　　9：＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　10：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　11：　SET　ES　CAPE　O醤

　　　　　12：　SET　DELETED　O蟹

　　　　　13：　SET　CURSOR　OFF

　　　　　14：　SET　TムLK　OFF

　　　　　15：　DO　脚HILE　．T．

　　　　　　　　CLEAR　ALL16d
17d
18：1
19d
20d
21：1
22：1
23：1
24：1
25：1
26d
27：1
28：i
29：！

30：1
31：1
32：1
33：1
34：1
35：1
36d
37d
38d
39：1
40：1
41：1
42d
43d
44：1
45：i
46：1
47：1
48：1
49：1
50：1

＊＊＊当該植物の病害に関する情報の整理＊＊＊

STORE　．T．　TO　PDJOBl

DO　㌔》｝｛I　LE　PDJOB　l

l　CLEAR

！STORESPACE（26）TOPLN
l　STORESPACE（2）TOSY，SY2

1STORESPACE（1）TONXT，BUNKI
l　　STORE　SPACE（1）　　TO　I）P，DP2

1STORESPACE（1）TOSE，SC，SF，CR，HS

l　STOREO　　　TOPAT
l　SETCOLORTOR
l＠1，18SAY”ニ＝ニ＝＝＝＝＝＝＝ニ＝＝ニニ＝＝＝＝ニ＝＝　＝ニニ＝　＝＝”

l　SETCOLORTOBG
l＠　2，18SAY”有用植物の病名総合診断システム”
l　SETCOLO紀丁OR
i＠3，18SムY”＝＝ニ＝ニ＝　＝ニニ＝＝ニ＝＝＝　＝　＝ニ＝＝　＝ニ＝ニ”

l　　SET　COLOR　TO　騨

i＊SETFEPTYPETO4
！＠5，15SAY”植物名を和名（カタカナ）もしくは英名で入力”
1＠　7，15SAY　”植物名：”GET　PLN

l＠　9，15SAY”　　　　（999を入力すれば終了）”
I　SETCURSORON
l　　SET　CGNFIR麓　ON

l　READ

l　CLEARGETS
l　SETCONFI朗OFF
！SETCURSOROFF
l　STORETRIM（PLN）TOPLN
！IFPL聾＝”999”
l　　l　　RETURN

l　ENDIF
l＊＊植物名の和／英判別及び標準名への変換＊＊

i　SETEXACTON
l　USEPLANT
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51：

52：

53：

54：

55：

56：

57：

58：

59：

60：

61：

62：

63：

64：

65：

66：

67：

68：

69：

70：

71：

72：

73：

74：

75：

76：

77：

78：

79：

80：

81：

82：

83：

84：

85：

86：

87：

88：

89：

90：

91：

92：

93：

94：

95：

96：

97：

98：

99：

100：
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SET　INDEX　TO　PJ醤DEX，PE翼DEX

IFISALPHA（”＆PL醤”）

l　SETORDERTO2
1STOREUPPER（PLN）TOPLNC
iELSE

l　STOREPLMOPL醤C
ENDIF
＊＊植物名登録の有無＊＊

SEEK　PLNC

IF．NOT．FO脳D（）
！　？CHR（7）

1＠12，15　SAY”その宿主名は登録されていません。”
i§14，15　SAY”何かキーをたたき改めて処理して下さい。”

l　SETCONSOLEOFF
l響AIT
I　SETCO賛SOLEON
1＜一一一LOOP

i　ENDIF
l＊＊当該植物に関する分類学的情報の整理＊＊

i　SETCOLORTOR
i＠12，15SAY”その植物の病害に関する情報を整理中です。”
1＠14，15SAY”約20秒間お待ち下さい。”
l　SETCOLORTO栂
l　STORE　TRm（植物和名）＋”，”＋TRm（植物英名）÷”，”＋；

l　TRm〈植物学名）÷”，”÷TRI欧学名命名者）　　　　　　TO　PN

l　STORE　TRI敵植物標準名）　　　　　　　　　　　　　TO　PJN
l　STORE　PJN＋”，”÷TR粥（標準英名）＋”，”手；

l　TRI欧標準学名）＋’’”＋TRIM（標準命名者）　　　　　　TO　HN

i　STORE　TRI敵科和名）　　　　　　　　　　　　　　　TO　PJFN

l　USEPLFAMLY
i　SETINDEXTOPJFNDEX
l　SEEKPJFN
l　STORE　TRm（門和名〉÷””÷TRm（門学名）＋”，”＋TR廻（綱和名）÷’”’÷；

l　TRm（綱学名）＋”，”＋TRIN（亜綱和名）＋’’”÷（亜綱学名）TO　PM

i　STORE　TRI駅目和名〉＋’’”＋TRIM（目学名〉＋”，”÷；

i　TR珊（科和名）＋””＋TRIN（科学名〉　　　　　　　　　TO　PN2

1＊＊当該植物の病徴発現様式に関するファイルの特定＊＊
l　STORE病害の形式　丁O　DT

l　STORE”PL”÷DT＋”G”TODTG
l　　STO盆E　”PL”＋DT＋”P”　TO　DTP

i　STORE”PL”＋DT＋”S”TODTS
l　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

1＊病害の形式としてはPLFA阻LY．DBFに下記の書き込みがある＊
1＊　　PINマツ目植物群　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
＊

＊

＊

＊

＊

GRAイネ科植物群
LILユリ科植物群
SOLナス科植物群
CUCウリ科植物群
CO阿その他全般

＊

＊

＊

＊

＊

＊またGPSの記号は下記のファイル名を合成するためにある＊
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10L　l

102：1

103：l

lO4：1

105：1
1G6：！

107：1

1G8d
109：l

llGd
111：1

112d
113：1

114：1

115：1

116：1

117：1

118：1

119d
120d
121：l

l22d
123：！

124d
125：1

126：1

127：1

128：1

129：i

l30d
13L　i

132：1

133d
134：1

135：1

136：1

137：1

138d
l39：1

140：1

141d
142：1

143：i

144：i

145；l

l46d
147：1

148：I

l49：l

l50：1

＊　G　病徴の記述を収録したファイル　　　　　　　　　＊
＊　P　発病位置の符号を収録したファイル　　　　　　　＊
＊　　S　病標徴の符号を収録したファイル　　　　　　　　＊
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊病原群別の病名目録ファイルのオープン＊＊

SELECT　l
USE＆DTG
COPY　TO　PATHGGE賛　STRUCTURE

SELECT2
USE　VIRUS

SET　INDEX　TO　VHOSTDEX

SELECT3
USE　BACT
SET　I醤DEX　TO　BHOSTDEX

SELECT4
USE　FUNGUS

SET　INDEX　TO　F｝｛OSTDEX

SELECT5
USE　N朋A
SET　INDEX　TO　NHOSTDEX

＊＊当該植物の病原群別小ファイル作成開始＊＊

＊1番目：ウイルス＊

SELECT2
SEEKPJN
IF．NOT．FOUND（）

l　　COPY　TO　BYOUV　FIELD　CODE　STRUCTURE

l　SELECTl
l　　COPY　TO　PATHOGV　STRUCTURE

i肌SE
l　COPY　TO　BYOUV　FIELD　CODE盟ILE宿主和名＝PJN

1STORE”V”TOBUNKI
l　SELECTl
l　COPYTOPATHOGVFORCODE＝”V”
ENDIF

SELECT6
USE　BYOUV

STORERECCOU殿（）TO酬V
USE
＊2番目：細菌＊

SELECT3
SEEK　PJ醤

IF．NOT．FOUND（）

l　COPYTOBYOUBFIELDCODESTRUCTURE
l　SELECTl
i　COPYTOPATHOGBSTRUCTURE
lELSE

l　COPY　TO　BYOUB　FIELD　CODE照ILE宿主和名二P州

l　STORE”B”TOBUNKI
l　SELECTl
l　COPYTOPATHOGBFORCODE＝”B”

21
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151：1

152：

153：1

154：i

155：l

l56：1

157：1

158：1

159：

160：1

161：i

162：1

163：l

l64：

165：

166：

167：

168：

169：

170：

171：

172：

173：

174：

175：

176；

177：

178：

179：

180：

18L
182：

183：

184：

185：

186：

187：

188：

189：

190：

191：

192：

193：

194：

195：

196：

197：

198：

199：

200：
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ENDIF

SELECT6
USE　BYOUB

STORERECCOU醤丁（）TONUB
USE

＊3番目：糸状菌＊

SELECT4
SEEK　PJN
IF．NOT．FOUND（〉

l　COPYTOBYOUFFIELDCODESTRUCTURE
l　SELECTl
l　COPYTOPATHOGFSTRUCTURE
lELSE

i　COPY　TO　BYOUF　FIELD　CODE貿HILE宿主和名＝P州

l　STORE”F”TOBUNKI
I　　SELECT　l

l　COPYTOPATHOGFFORCODE＝”F”
ENDIF

SELECT6
USE　BYOUF

STORERECCOU翼丁（）TO醐F
USE
＊4番目：線虫＊

SELECT5
SEEK　PJN
IF．NOT．FOUND（）

l　COPYTOBYOU醤FIELDCODESTRUCTURE
l　SELECTl
i　COPYTOPATHOGNSTRUCTURE
lELSE

l　COPY　TO　BYO脳FIELD　CODE脚HILE宿主和名＝P州

l　STORE”N”TOBUNKI
l　SELECTl
I　COPYTOPATHOGNFORCODE＝”N”
ENDIF

SELECT6
USE　BYOUN

STORERECCOUM（）TONUN
USE

＊＊当該植物に係わる病原群ファイルの合併＊＊

USE　PATHOGEN
APPEND　FRO頚　PATHOGV

DELETE
APPEND

DELETE
APPEND

DELETE
APPEND

DELETE
STORE

FILE
FROM

FILE
FROM
FILE
FRON
FILE
RECCOUNT（）

PATHOGV．DBF
PATHOGB

PATHOGB．DBF

PATHOGF
PムTHOGF．DBF

PATHOGN

PATHOGN．DBF
　　　　　TO　PT
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201：1

202：1

203：1

204：1

205d
206；1

207：1

208：1

209d
210：1

211d
212：1

213d
214：1

　：の”
215：1

216：1

217：1

218：1

219d
220：1

221d
222d
223d
224：1

225；1

226：1

227d
228：1

229：1

23G：1

231：1

232：1

233：1

234：1

235：1
236：！

237d
238：i

239：1

240：i

24L　l

242d
243d
244：1

245：1

246：1

247d
248：1

249：1

CLO　SE　DATABASES

＊＊当該植物に病害登録がない場合の処理＊＊

IF　PT＝G

l　CLEAR

l　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
l　D肌ETEFILEBYOUV．DBF
l　DELETEFILEBYOUB．DBF
l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
l　DELETEFILEBYOUN．DBF

l　SETCOLORTOBG
l◎　4，18SAY　”入力植物名＝”÷PLN

i　SETCOLO獄丁0脚
＠　6，5

＠　8，5

SAY”その植物は”＋PJFN÷”に属します。”

SAY”しかし残念ながら、このシステムには、その植物の病害

i　l＠10，5SAY
l　l＠12，5SAY
I　i　SETCONSOLEOFF

i　l》AIT
l　l　SETCONSOLEO蟹
1＜一一一LOOP

l　ENDIF
…

1
I
l　I　CLEAR

l　l

l　l

l　l＠　1，15

11
！i◎3，15
11
11＠
l　l＠
l　l＠
I　l

l　l

l　l

l　l

l　I

l　i

l　i

！l

l　l

l　l

i　l

l　l

l　l　READ

l　l　CLEARGETS
I　I　SETCO翼FI脳OFF

”登録がありません。”

”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

＊＊当該植物の病害に関する全般的情報の出力＊＊

STORE　。T．　TO　PDJOB2

DO　響HILE　PDJOB2

STORESPACE（1）TOSHORI
SET　COLOR　TO　BG

　　　　SAY　”　　　　入力植物名二”＋PLN
SET　COLOR　TO　RG

　　　　S醒　7’その植物は”＋PJFN÷”に属します。”

SET　COLOR　TO　貿

　5，15　SAY”それには下記の病害が記載されています．”
　7，15SAY”　　ウイルス病”÷STR（NUV）＋”点”
　9，15　S醒　”　　細菌病　　”÷STR（NUB〉÷”点”

＠ll，15　SAY　”　　　糸状菌病　　”÷STR（圃F）＋”点”

＠13，15　SAY　”　　線虫病　　”÷STR（NUN）÷”点”

＠15，15　SAY　”以降の診断に当たって、病原群名不明ならU、
＠17，15　S醒　”既知ならKを検索条件欄に入力して下さい。
＠19，15SAY”当該植物全病害を印刷するならPを入力。”
SET　COLOR　TO　G

＠21，15　SAY”検索条件の設定（UIK／P）”GET　SHORI
SET　COLOR　T　O　R

＠22，15　SAY　”（9を入力すれば終了）”
SET　COLOR　TO　紺

SET　CURSOR　ON

SET　CONFIRM　O醤

23
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250：

251：

252：

253：

254：

255：

256：

257：

258：

259：

260：

261：

262：

263：

264：

265：

266：

267：

268：

269：

270：

271：

272：

273：

274：

275：

　：N＋”）

276：1！
277：l　I
278d　l
279：l　l
280：i　l
28L　l　l
282：l　l
283：I　l
284：i　l
285：I　l
286：i　l
287：l　I
288：l　l
289d　l
290：l　I
291：i　l
292：11
293；l　i
294：l　l
295：l　I
296：l　i
297：l　l

！l　l　SETCURSOROFF
i　i　l＊終了の指示があった場合の処理＊
i　l　l　IFSHO紀1ニ”9”

l　l　i　l　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
i　l　i　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
I　l　l　l　DELETEFILEBYOUB．DBF
l　l　l　l　DELETEFILEBYOUF．DBF
l　l　l　i　DELETEFILEBYOU酋．DBF
l　l＜一一一一一EXIT

1！i　ENDIF
i　！　1＊入力が小文字の場合の大文字変換＊
I　i　I　STOREUPPER（SHORI）TOSHORI
l　l　l　DOCASE
l　I　i　l＊＊当該植物の登録全病害名及び病原名印刷＊＊

i！l　ICASESHGRI＝”P”

l　l　l　i　SETDEVICETOPRIM
l　l　l　l　STOREITOPP
l　i　l　l　STO認OTOLINEV，LINEB，LINEF，LI賛EN

l　l　l　l　STORE．T．TOPRT

i　i　l　i　DO盟ILEPRT
l　l　l　l　l6　1，40　SAY”＊＊＊指定植物の病害検索結果＊＊＊”
l　I　l　i　l㊤　1，75　SAY”（”＋LTRIN（STR（YEAR（DATE（）〉））＋”年”＋LTRIM（STR（”

ONTH（DATE（）））〉；

l　l　l　l　l　÷”月”＋LTRI駅STR（DAY（DATE（））））＋”日）”

l　l　l　l　l＠1，！00SAY”PAGE”＋STR（PP，3，0）

IIlll＠3，5S醒”宿主植物名＝”＋PN
l　l　l　l　l64，5SAY”　　　　　　　　　　　　　　　”＋H

，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（宿主標準名：

＠5，5SAY’’　　　　　　　　　　”÷PM
㊤6，5SAY’’　　　　　　　　　　”＋PN2
＊ウイルス病の出力＊
IF醤UV〈＞O

l　DELETEFILEBYOUV．DBF
l　USEVIRUS

i　SETINDEXTOVHOSTDEX
l　SEEKPJN
l　COPY　TO　BYOUV盟ILE宿主和名二PJN
ENDIF

USE　BYOUV
IF　NUV＞l

l　SORTO葱3YOU雑EITOBYOUV騨
l　USE

l　DELETEFILEBYOUV．DBF
i　RENA肖EBYOUW．DBFTOBYOUV．DBF
l　　USE　BYOUV

ENDIF

＠8，10　S醒”＜ウイルス病＞”
IF　NUVニO

i＠10，12　SAY”現在のところ病名目録に登録がありません”
lELSE
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298：l　i　l

299：l　I　l
300：l　l　i
　　：　　TO　FU

301：l　i　l
　　：　　TO　GC

302：！l　l
　　：E）TO　DI

303：l　l　l
　　：　　TO　COP

304：1！　1
305：l　l　l

306：111
307：l　i　l
308：l　l　l
309：I　l　i
310：l　l　l
311：l　l　l
312：l　i　l
313：l　l　l
314：i　l　l
315：l　l　l
316：l　l　l

317：l　l　l
318：l　l　l
319：l　l　l

320d　l　l
321d　I　l
322：l　i　l

323d　I　l
324：l　l　l

325d　l　I
326：！　l　l
327：l　l　l
328：l　l　l
329：l　l　l
330：l　l　l
331：l　l　i
332：l　l　i
333：l　l　I
334：i　l　i
335：l　l　I
336：i　l　i
337：l　I　l
338：l　l　i
339：l　l　l
　　：せん”

340：I　l　l
341：l　l　I

342：l　I　l

i　GOTOTOP
I　DO周HILE．NOT．EOF（）
l　I　STORE　TRI駅ウイルス名）＋”，”÷TRIM（VIRUS＿N離E）

l　i　STORE　TRI麓（GROUP－NA超E）÷”群，”＋TRI欧クリプトグラム）

l　i　STORE　TR廻（病名）＋”，”÷TRm（BYOU醜1〉÷”，”＋TRm（DISEAS

l　i　STORE”［病名コード番号二”給TR（CODE，6，0）＋”］”

l　l＠10＋LINEV，12SAYFU
I　l＠11＋LINEV，12SAYGC
l　l＠12＋HNEV，12SAYDI
i　l＠12＋LINEV，90SAYCOP
l！SKIP
i　I　IFEOF（）

1〈一一…一EXIT

l　i　ENDIF
l　　l　　STORE　LINEV＋4　TO　LI　NEV

l　l　IFLINEV＞50

111STOREO　TOLINEV
I　　I　　l　　STORE　：PP＋1　TO　PP

l　l！＠1，100SAY”PAGE”÷STR（PP，3，0〉
l　l　ENDIF

l　ENDDO

ENDIF
STORE　15＋LINEV　TO　LINEV

＊細菌病の出力＊

IF　NUB＜＞O

l　DELETEFILEBYOUB．DBF
l　USEBACT
l　　SET　I　NDEX　TO　BHO　STDEX

！SEEKPJN
l　COPY　TO　BYOUB冊ILE宿主和名＝PJN
ENDIF

USE　BYOUB

IF醐B＞1

1SORTONBYOU賛EITOBYOUB輝
l　USE
l　　DE：LETE　FI　LE　BYOUB．DBF

l　REN酬EBYOUB響．DBFTOBYOUB．DBF
l　USEBYOUB
ENDIF

＠LINEV，10　SAY”＜細　菌病＞”
IF　NUB＝O

l＠2＋LINEV，12　SAY”現在のところ病名目録に登録がありま

IELSE

l　GOTOTOP
l　DOWHILE．NOT．EOF（）

25
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343：I　l　l　l　I　l　l　STORE　TR姻（新属名）＋””＋TRm（新種名）＋””＋TRIM（新亜種

　　：名）＋””＋TRIM（新命名者）TO　FU

344：l　l　I　l　l　l　l　STORE　TRI駅病名）＋”，”岬RIM（BYOU麗1）＋”，”＋TRIM（DISEAS

　　：E）TO　DI

345：i　i　l　l　l　l　l　STORE”［病名コード番号二”＋STR（CODE，6，0）＋”］”

　　：　　TO　COP

346d　l　l　l　l　l　l＠2季LINEV｝LINEB，12SAYFU
347：l　l　l　l　l　l　l＠3＋LINEV＋HNEB，12SAYDI
348：l　l　l　l　l　l　l＠3＋1、INE帆INEB，90SAYCOP
349：l　l　l　l　l　l　l　SKIP
350：I　I　l　l　l　i　l　IFEOF（）

351；l　l　l　l　l　l〈一一一…EXIT

352：l　i　I　l　l　l　l　ENDIF

353d　l　l　l　l　l　l　STORELINEB＋4TOLINEB
354：l　l　l　l　l　l　l　IFLINEV＋LINEB＞50

355：l　l　l　I　l　l　l　I　STOREO　TOLINEV
356：l　l　l　l　l　l　l　l　STOREO　TOLINEB
357d　l　l　l　l　l　l　l　STOREPP＋1TOPP
358：l　l　l　l　l　l　l　l＠1，100SAY”PAGE”＋STR（PP，3，0）
359：l　l　l　l　l　l　l　ENDIF

360：l　l　I　i　l　l　l＊
361：l　l　l　l　l　I　ENDDO
362：l　I　l　I　l　ENDIF
363：I　l　I　l　l　STORE6÷LINEV＋LINEBTOLINEB
364：l　l　i　I　l＊糸状菌病の出力＊
365：l　l　l　l　l　IFNUF〈〉0

366：l　l　l　l　l　l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
367：l　I　l　l　l　l　USEFUNGUS
368：l　l　l　l　I　l　SETINDEXTOFllOSTDEX
369；l　l　l　l　l　l　SEEKPJN
3703i　l　l　I　l　l　COPY　TO　BYOUF）皿LE宿主和名＝1）JN

371：l　l　l　l　l　ENDIF
372：l　l　l　l　l　USEBYOUF
373：　I　　l　I　l　I　IF　NUF〉1

374：l　l　l　l　l　l　SORTONBYOU岡EITOBY〔）UFW
375；i　l　l　l　l　l　USE
376：l　I　l　l　l　l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
377：l　l　l　l　l　l　RENA図EBYOUFW．DBFTOBYOUF．DBF
378d　l　l　l　l　l　USEBYOUF
379；l　l　l　l　l　ENDIF
380：l　l　l　I　l＠LINEB，10　SAY　”く糸状菌病＞”
381：i　l　l　l　l　IFNUF＝0
382：l　l　i　I　l　l＠2＋LINEB，12　SAY”現在のところ病名目録に登録がありま
　　：せん”

383d　l　l　l　i　IELSE
384d　l　l　l　l　l　DOWHILE．NOT。EOF（）
385：l　I　l　l　l　l　i　STORETRI雑（GENUS）＋’”’＋TRI哲（SPECIES）＋””＋TRIM（AUTHOR〉

　　：　　TO　FU

386：l　l　l　l　l　l　i　STORE　TRI岡（病名）＋”，”＋TRIM（BYOUMEI）＋”，”＋TRI醒（DISEAS

　　：E）TO　DI
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387：l　l　l　l

　　：　　TO　COP

388：l　l　i　l

389：l　l　l　l

390d　l　l　l
391d　l　l　l
392：l　l　l　l

393：I　l　l　l

394：l　i　i　l

395d　l　l　l
396：l　l　l　l

397d　l！1
398：l　l　l　l

399d　l　l　l
400d　l　l　l
401d　l　l　l
402：l　l　l　l

403d　l　l　l
404：l　l　l　l

405d　l　l　l
406：l　l　l　i

407：l　i　l　i

408：i　l　i　l

409“　l　l　l
410：l　l　l　l

411d　l　l　l
412：l　l　l　l

413：l　l　l　I

414：l　l　i　l

415d　l　l　l
416：l　l　l　l

417：l　l　l　l

418d　l　l　l
419：l　l　l　l

420d　l　i　l
42Ll　l　l　l
422：l　l　l　l

423：l　l　l　l
　　：ん”

424：I　l　l　l

425d　l　l　l
426：l　l　l　l

427：l　l　l　i

　　：　　TO　FU

428：l　l　l　l

　　：　　TO　JN

429：l　l　l　l
　　：E）TO　DI

430d　I　l　l
　　：　　TO　COP

l　l　STORE”［病名コード番号二”＋STR（CODE，6，0）＋”r’

l　l＠2＋LINEB＋LINEF，12SAYFU
l　l◎3＋LINEB＋LINEF，12SAYDI
l　l＠3＋LINEB＋1、INEF，90SAYCOP
l　I　SKIP
l　l　IFEOF（〉

1←一一一一一EXIT

l　l　ENDIF
l　　l　　STORE　LI　NEF＋4　TO　LI　NEF

l　l　IFLINEB＋LINEF＞50

111STOREO　TOLINEB
l　i　l　STOREO　TOLINEF
l　l　l　STOREPP＋1TOPP
l　l　l＠1，100SAY”PAGE”＋STR（PP，3，0）

l　l　ENDIF

i　ENDDO
ENDIF
STORE　6＋LINEB予LINEF　TO　LINEF

＊線虫病の出力＊

IF　NUN＜＞O

I　D肌ETEFILEBYOUN．DBF
l　USENE醒A

l　SETINDEXTONHOSTDEX
l　SEEKPJN
l　COPY　TO　BYOUN　WHILE宿主和名＝PJN

ENDIF
U　SE　B　YOUN

IF　NUN〉1

1SORTONBYOUMEITOBYOUN榊
l　USE

l　DELETEFILEBYOUN．DBF
l　REN酬EBYOUNW．DBFTOBYOUN．DBF
l　USEBYOUN
ENDIF
＠LI醗F，10SAY”＜線　虫　病〉”
IF　NUNニO

l＠2＋LINEF，12SAY”現在のところ病名目録に登録がありませ

i肌SE
l　GOTOTOP
l　DOWHILE．NOT．EOF（）
i　i　STORETRI岡（GENUS）＋””＋TRI煙（SPECIES）＋””＋TRIM（AUTIIOR）

l　l　STORE　TRI駅線虫和名）

l　l　STORE　TRIM（病名）f”，”＋TRI欧BYOU樋EI）＋”，”＋TR廻（DISEAS

I　l　STORE”［病名コード番号＝”＋STR（CODE，6，0）＋”］”

27
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　　431：l　l　l　l　l　l　l＠2＋LINEF＋LINEN，12SAYFU＋”，”÷JN

　　432：l　l　l　l　l　I　l＠3＋LINEF＋LINEN，12SAYDI
　　433：l　l　l　l　l　l　l＠3÷LINEF＋LI醤EN，90SAYCOP
　　434：I　l　I　l　l　l　l　SKIP
　　435：l　i　l　i　l　l！IFEOF（〉
　　436：i　l　l　l　l　l←一一一一EXIT

　　437：l　l　l　i　l　l　l　ENDIF
　　438：　l　　i　　l　　l　　l　　l　　l　　STORE　LINEN＋4　TO　LI　NE想

　　439：l　i　l　i　i　l　i　IFLINEF＋LINEN＞50

　　440：l　l　l　l　l　l　l　l　STOREO　TOLINEF
　　441：l　l　l　l　I　l　l　l　STO旺0　丁OLI賛E醤
　　442：　l　　l　　l　　I　　l　　l　　l　　l　　STORE　PP＋1　TO　PP

　　443d　l　l　l　l　l　i　l＠1，100SAY”PAGE”＋STR（PP，3，0〉

　　444：4　11i　l　l　l　E想DIF
　　445d　l　l　l　l　l　ERDDO
　　446d　I　l　l　l　E醤DIF
　　447：l　l　l　l　l　EJECT
　　448：I　i　i　l　l　SETDEVICETOSCREEN
　　449：l　l　l　l　l　CLOSEDATABASES
　　450：i　l　I　l　I　STORE．F．TOPRT
　　451：l　l　l　l　ENDDO
　　452：i　l　l　I＊＊病原群名を不明とした場合の診断＊＊
　　453：i　l　l　ICASESHORI＝”U”

　　454：l　l　I　l　STORE”当初：不明”TO　AGENT
　　455：l　l　l　i＊当該植物の病原群が1種類なら直ちに病原群別検索回路へ＊
　　456：l　l　l　l　IFPTニ1
　　457：l　l　l　l　l　STORE．F．TOPDJOB1
　　458：l　I〈一一一一一一一EXIT

　　459：i　l　i　l　ENDIF
　　460：l　l　l　l＊当該植物の病原群が複数種類なら病原群検索回路へ＊
　　461：l　l　l　l　IFPT＞1
　　462d　l　i　l　I　CLEAR
　　463；i　l　l　l　l　SELECT1
　　464：I　l　I　l　l　USE＆DTP

　　465：l　l　l　l1SELECT2
　　466d　l　l　l　l　USE＆DTS
　　467：l　l　l　l　l　SETCOLORTOBG
　　468：l　l　I　l　i＠　1，8　SAY　”下記により発病部位及び病標徴の検索条件を設
　　　　：定して下さい。”

　　469：l　l　l　l　I　SETCOLORTO曾
　　470d　l　l　l　l＠3，1　SAY”発病部位：”GET　DP
　　471：l　l　l　i　I＠3，＄＋1　　GETDP2
　　472：l　l　i　l　i　SELECT1

　　473：i　l　l　I　l　GOTO2
　　474：l　l　i　i　i　STOREO　TOYY，ZZ

　　475d　l　l　l　i　STORE2TOXX
　　476：l　l　l　l　l　DO騨HILE．醤OT．EOF（〉

　　477：l　l　I　l　l　l＠5÷YY，XX　SAY　発病部位
　　478：l　l　l　l　l　l　STOREYY＋1TOYY
　　479：l　i　l　i　l　l　STOREZZ＋ITOZZ



480：

481：

482：

483：

484：

485：

486：

487：

488：

489：

490：

491：

492：

493：

494：

495：

496：

497：

498：

499：

500：

50L
502：

503：

504：

505：

506：

507：

508：

509：

510：

511：

512：

513：

514：

515：

516：

517：

518：

519：

520：

521：

522：

523：

524：

525：

526：

527：

528：

529：
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l　IF　ZZ＝3

11STORE
l　l　STORE

I　ENDIF
l　IF　ZZ＝6

11STORE
l　l　STORE

l　ENDIF
l　SKIP

ENDDO

SET　COLOR　TO

＠　8，1　SAY
SET　COLOR　TO

＠10，1　SAY
＠10，＄＋1

SELECT2
GOTO2
STORE　O　　TO

STORE2　TO
DO冊ILE
l㊤

l　STORE

l　STORE
I　IFZZニ12

11STORE
！l　STORE
l　ENDIF
l　IFZZ＝24

11STORE
i　l　STORE

i　ENDIF
l　SKIP

ENDDO
SET　CURSOR

SET　CO聾FIR頚

READ
CLEAR　GETS

SET　CONFIR煙
SET　CURSOR

STORE
STORE
STORE
STORE

0
28

0
54

R

栂

TO　YY

TO　XX

TO　YY

TO　XX

REPLICムTE（”一”，70）

”病徴標徴

GET　SY2

　　　　　　YY，ZZ

　　　　　　XX

　　　　．NOT．EOF（）

12＋YY，XX　　SAY

　　　YY＋1　TO　YY

　　　ZZ＋1　TO　ZZ

SELECT

LOCATE
STORE
LOCATE
STORE
SELECT

LOCATE

0
28

0
54

0短

ON

TO　YY

TO　XX

TO　YY

TO　XX

　　　　　OFF

　　　　OFF

UPPER（DP）

UPPER（DP2〉

UPPER（SY〉

UPPER（SY2）
　1

FOR

発病部位S
FOR

発病部位S
　2

FOR

TO

TO

TO

TO

CODEニDP
　　　　TO

CODE＝DP2
　　　　TO

CODEニSY

”GET　SY

病徴標徴

DP

DP2
SY

SY2

DPP

DP2P

29
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530：l　l　l　i　l　STORE病徴標徴S　TO　SYP

531：I　I　l　I　i　LOCAEFORCODE＝SY2
532：l　l　l　l　l　STORE病徴標徴S　TO　SY2P

533：I　l　l　l　l　CLOSEDATABASES
534d　　I　！　l　l＊病原群の検索＊

535：l　l　l　l　l　USEPATHOG烈
536：l　l　l　l　l　L㏄ATE　FOR”＆DP”＄発病部位．醸D．”＆DP2”＄発病部位．AND．；

537：l　l　l　l　i”＆SY”＄病徴標徴．AND．”＆SY2”＄病徴標徴

538：l　i　l　l　l＊検索条件に適合する病原群がない場合＊
539：l　l　l　l　l　IF．NOT．FOUND（）

540：l　l　l　l　l　l　CLEAR
541d　l　l　i　l　l＠5，5SAY”あなたの設定した条件に適合する病原群は見
　：付かりません。”
542：・I　i　l　l　l　l＠7，5SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

543d　l　l1！l　SETCONSOLEOFF
544：l　l　l　l　I　l貿AIT
545：l　l　l　l　l　l　SETCONSOLEO翼
546：I　I　l　l　l　l　USE
547：l　l　l　l　l　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
548：　l　　l　　l　　l　　l　　I　　DELETE　FI　LE　BYOUB．DBF

549：！l　l　l　l　l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
550：l　l　l　l　l　l　DELETEF皿EBYOU醤．DBF
551：l　l　l←一…一一一一LOOP

552d　i　I　l！iELSE
553：l　l　l　l　l　l＊検索条件に適合する病原群がある場合＊
554：l　l　l　l　l　l　COPY　TO　PATHOG判FOR”＆DP”＄発病部位．酬D．”＆DP2”＄発病部位．

　：AND．；

555：l　l　l　l　l　l”＆SY”＄病徴標徴．AND．”＆SY2”＄病徴標徴

556：i　l　i　i　l　l　USE
557：　i　　l　　l　　I　　I　　l　　DELETE　FI　LE　PATHOGEN．DBF

558：　l　　l　　l　　l　　l　　l　RE賛A雑E　PムTHOG曾．DBF　TO　PATHOGEN．DBF

559：I　I　l　l　l　E国DIF
560：　i　　l　　i　　i　　l　　USE　PATHOGE翼

561：t　l　l　l　l＊病原群に関する情報のメモリ格納＊
562：i　l　l　l　l　CLEAR
563d　i　l　l　I　STORERECCOUNT（）TOPAT
564：1！l　l　l　STORE””TOBG
565：I　i　l　l　l　GOTOTOP

566d　1！l　l　STORECODETOβUNKI
567d　l　l　I　l　DO響HILE．NOT．EOF（）
568：i　l　i　l　l　l　STORE　BG＋TRm（病原S〉＋”　”TO　BG

569d　l　l　l　l　I　SKIP
570d　l　l　l　l　ENDDO
571：I　l　l　l　l　USE

572：l　i　l　l　l　STORE．F．TOPDJOB1
573：i　l〈一一一一一EXIT
574：l　l　l　l　ENDIF
575d　　I　l　i＊＊病原群名を既知とした場合の診断＊＊
576：l　l　l　ICASESHORI＝”K”

577d　l　l　l　STORE”既知：”TO　AGENT



578：

579：

580：

58L
582：

583：

584：

585：

586：

587：

588：

589：

590：

591：

592：

593：

594：

595：
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l　l　l　l＊当該植物の病原群が1種類なら直ちに病原群別検索回路へ＊

1「l　l　IFPT嵩l
l　l　l　l　l　STORE．F．TOPDJOBl
l　l＜一一一一一一一EXIT

l　l　l　l　ENDIF
l　l　l　l＊当該植物の病原群が複数種類なら病原群の選択＊
t　l　l　l　IFPT〉1

11111STOREOTOPAT
l　i　l　l　l　STORESPACE（1）TOBUNKI
l　l　i　l　l　STORE．F．TOPDJOBl
l　l〈一一一一一一EXIT

l　i　l　l　ENDIF
！l　l　ENDCASE
l　l　ENDDO

l　ENDDO
l＊＊病原群別病害診断プログラムヘ＊＊

l　DODIAG2
ENDDO
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1：＊＊＊病原群別病害診断プログラム＊＊＊・　　　　　　　DIAG2．PRG

2：　STORE　．T．　TO　PDJOB3

3：　DO　胃HILE　PDJOB3

4：i　CLEAR

5：1＊＊病原の種類の検索条件設定画面作成＊＊
6：　l　IF　PATニ0

7：！l　SETCOLORTORG
8：i　i＠3，3SAY”下記により病原に関する検索条件を改めて設定／修正して下
　　さい。”

9：l　l　SETCOLORTO貿
10：l　l＠　6，10SAY　”植物名：”＋PLN＋”　（”÷PJFN＋’外）”

11：l　l　STOREOTOYY
12：　l　　l　　USE　PATHOGEN

13：l　l　DO冊ILE．NOT．EOF（）

14：l　l　l　e　8＋YY，10SAY病原

15d　l　l　STOREYY＋2TOYY
16：l　l　l　SKIP

17d　l　ENDDO
18：l　IELSE

19：l　I　SETCOLORTOBG
20：l　l◎　1，3SAY”あなたの設定した条件に適合する病原は次の通りです。”
21：　I　　I　　SET　COLOR　TO　貿

22d　l＠3，5SAY　BG
23：l　I　SETCOLORTORG
24：l　l＠　7，3　SAY　”下記により病原に関する検索条件を改めて設定／修正して
　　下さい。”

25：l　l　SETCOLORTO騨
26：i　l＠　9，10SAY”植物名：”＋Pm＋”（”＋PJFN＋”）”

27：i　l　STOREOTOYY
28：　l　　l　　USE　PATHOGEN

29：l　l　DO騨HILE．NOT．EOF（〉

30：l　I　l＠11＋YY，10S醒病原
31：l　l　i　STOREYY＋2TOYY
32d　I　I　SKIP
33：1l　E賛DDO
34d　ENDIF
35：1＊＊病原の種類に関する検索条件の設定＊＊

36：1＠20，7SAY”検索条件のアルファベットを入力”GET　B頒KI
37：1＠22，7SAY”　　（9を入力すれば終了）”
38：　I　　SET　CURSOR　ON

39：l　SETCGNFIR瓢ON
40：l　R硝D

4Ll　CLEARGETS
42：I　SETCONFIRNOFF
43；l　SETCURSOROFF
44：1＊＊終了の指示に対する処理＊＊

45：l　IFBUNKI＝”9”

46：l　l　USE
47d　i　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
48d　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
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49d　l　DELETEFILEBYOUB．DBF
50d　i　DELETEFILEBYOUF．DBF
51：　t　　l　　DELETE　FILE　BYOU醤．DBF

52：　1＜一一一一EXI　T

53：1
54：1
55：1
56d
57：i
58：i
59：1
60：1
61：1
62：1
63d
64：1
65：1
66：1

ENDIF

STOREUPPER（BUNKI）TOBUNKI
＊＊入力条件に適合する病原の登録の有無確認＊＊

LOCATE　FOR　CGDE＝BU醤KI
IF．NOT．FOU醤D（）

I　CLEAR

i　SETCOLORTOR
l＠5，8　SAY”あなたの指定した植物には、あなたの入力した条件の”
1㊧　7，8　SAY”病原は登録されておりません。”
1＠　9，8　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

l　SETCOLORTO曾
l　SETCONSOLEOFF
l曾AIT
l　SETCONSOLEON

67：1＜一一一LOOP

68d
69：1
70：1
7L　l
72d
73：！

74d
75：！

76：i
77：i
78：1
79：1
80：1
81：1
82d
83：1
84：1
85：1
86d
87：1
88：1
89：1
90：i
91：i
92d
93：1
94：1
95：1
96：1
97：1
98：1

ENDIF
USE

＊＊病原群別共通項の変数設定＊＊

CLEAR

DO　CASE

lCASEBUNKIニ”V”

l　STORE”ウ靱ス又はNLO”TO　DISAGT

l　STORE”ウイルス病”

l　STORE”V”
l　STO髭E”SY醒V．DBF”

l　STORE”VIRUS”
！STORE”VHOSTDEX”
l　STORE”BYOUV．DBF”

i　STORENUV
l　CASE　BU醤KI＝”B”

l　STORE”細菌”

l　STORE”細菌病”

l　STORE”B”
l　STORE”SYMB．DBF”

l　STGRE”BACT”

l　STORE”BHOSTDEX”

l　STORE”BYOUB．DBF”

l　STORENUB
l　CASE　BUNKI：＝”F，，

l　STO既”糸状菌”

l　STORE”糸状菌病”

l　STORE”F”
l　STORE”SY哲F．DBF”

I　STORE”FUNGUS”

l　STORE”FHOSTDEX”

i　STORE”BYOUF．DBF”

TO　DISGRP

TO　AGTINT
TO　SY醒PFL

TO　DISFLL

TO　HSTIDX

TO　DISFLS

TO　GRPNMB

TO　D　I　SAGT

TO　DISGRP
TO　ムGTI翼T

TO　SYMPFL
TG　D　I　SFLL

TO　HSTIDX
TO　D　I　SFLS

TO　GRPN超B

TO　DISAGT
TO　D　I　SGRP

TO　AGTINT

TO　SY雑PFL

TO　DISFLL

TO　HSTIDX
TO　I）I　SFLS
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99：

100：

101：

102：

103：

104：

105：

106：

107：

108：

109：

11G：

111：

112：

113：

114：

115：

116：

117：

118：

119：

120：

121：

122：

123：

124：

125：

126：

127：

128：

129：

130：

13L
132：

133：

134：

135：

136：

137：

138：

139：

140：

141：

142：

143：

144：

145：

146：

147：

1！STORENUF
l　iCASEBUNKI＝”N”

i　i　STORE”線虫”

l　l　STORE”線虫病”
l　l　STORE”N”

l　l　STORE”SY梱．DBF”

l　l　STORE”NEMA”

l　I　STORE”NHOSTDEX”

l　l　STORE”BYOUN．DBF”

l　l　STORENUN
i　ENDCASE

l
l　IF　GRP醤趨BニO

l　i＠5，5SAY
l　l◎7，5SAY
i　i　SETCO醤SOLEOFF

l　l騨AIT
l　l　SETCO醤SOLEO国
k一一一LOOP

l　ENDIF

I
i　IFPAT＝O

l　l

I　I　USE＆DTS
l　！

11SELECTl
l　I　USE＆DTP

l　l　SELECT2
11USE＆SY琶PFL
l　l　SETCOLORTORG
l　l＠1，8　SAY
い。”

l　l＠3，8　SAY
I　l　SETCOLORTOBG
l　l＠5，8　SムY
l　l　SETCOLORTOW
l　l＠7，1　SAY
l　l＠7，＄＋1

11SELECTl
l　l　IFBUNKI＝”V”

l　i　i　GOTO2
1　i　lELSE

l　l　t　GOTO3

1　1ENDIF
l　l　STOREO　TOYY，ZZ

l　l　STORE17TOXX
l　l　DO脚HILE．NOT．
l　l　I＠9＋YY，XX　SAY
l　l　l

I　l　I

TO　GRPNP4B

TO　D　I　SAGT

TO　DISGRP

TO　AGTINT
TO　SY甦PFL

TO　DISFLL

TO　HSTIDX
TO　D　I　SFLS

TO　GRPN超B

＊＊入力植物に当該病原群の登録がない場合＊＊

　　　　　　　　”その植物に”＋DISGRP＋”は登録されていません。

　　　　　　　　”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

継入力植物に当該病原群の登録がある場合＊＊

　STORE　AGENT÷DI　SAGT　TO　AGENT

　COPY　TO＆SY醒PFL　FOR　RECNO（）ニLOR．AGTI賛丁＄病原の種類

”下記により発病部位及び病標徴の検索条件を設定して下さ

”条件設定をせずにパスしても結構です。”

”植物：”＋PLN＋”，病原：”＋DISAGT

”発病部位：”GET　DP
GET　DP2

　　　　　　EOF（）

STOBE　YY＋1　TO　YY

STORE　ZZ＋l　TO　ZZ

発病部位



148：

149：

150：

151：

152：

153：

154：

155：

156：

157：

158：

159：

160：

161：

162：

163：

164：

165：

166：

167：

168：

169：

170：

17L
172：

173：

174：

175：

176：

177：

178：

179：

180：

18L
182：

183：

184：

185：

186：

187：

188：

189：

19G：

19L
192：

193：

194：

1953

196：

197：
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！l　IFZZ＝3
i　l　l　STOREO－TOYY
l　i　l　STORE43TOXX
I　l　ENDIF

l　l　SKIP
I　ENDDO

i　SETCOLORTO配
1＠12，1　SAY　REPHCATE（”。”，70）

l　SETCOLGRTG》
1＠14，1　SAY　”病徴標徴：”GET　SY
l㊤14，＄＋1GETSY2
1　　SELECT　2

1GOTO2
1　　STORE　O　　TO　YY，ZZ

l　STORE17TOXX
l　DO響H皿E．NOT．EOF（）

！　1＠16＋YY，XX　SAY　病徴標徴

i　l　STOREYY＋ITOYY
l　l　STOREZZ＋1TOZZ
i　l　IFZZ＝8

111STOREO　TOYY
I　i　l　STORE43TOXX
i　l　ENDIF

l　i　SKIP

l　ENDDO

l　SETCURSORO競

l　SETCONFIR岡ON
i　READ

l　　CLEAR　GETS

I　SETCONFI脳OFF
i　　SET　CURSOR　OFF

l　STOREUPPER（DP）TODP
i　STOREUPPER（DP2〉TODP2
1STOREUPPER（SY）TOSY
l　STOREUPPER（SY2）TOSY2
1SELECTl
l　L㏄ATEFORCODE＝DP
l　STORE発病部位S　TO　DPP

l　LOCATEFORCODEニDP2
1STORE発病部位S　TO　DP2P
l　SELECT2
1LOCATEFORCODEニSY
l　STORE病徴標徴S　TO　SYP

l　L㏄ATEFORCODE＝SY2
1STORE病徴標徴S　TO　SY2P
l　CLOSEDATABASES
l　DELETEFILE＆SYMPFL
ENDIF
＊＊糸状菌の特性に関する各種検索条件の設定＊＊

IFBUNKIニ”F”
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198：l　i
l99：l　l
200d　　l
201d　　i
202：i　l
　：さい”

203：l　l
204：l　I
205d　　i
206：l　l
207：l　l
208：！　1

209d　l
210：l　l
211：l　i
212：l　i
213：l　l
214：1　1
215：l　l
216：l　I
217：l　l
218：l　l
219：l　l
220：l　I
221：i　l
222d　　i
223：l　i
224d　l
225：l　i
226：i　l
227：l　l
228d　l
229：i　l
230d　l
231：1　！

232d　l
233d　　l
234d　　l
235d　　i
236：I　l
237：l　l
238：l　i
239d　l
240：l　l
241：l　i
242：i　I
243：！　1

244：l　l
245：i　l
246：l　l

STORE　．T．　TO　K　IN

DG　周HILE　KIR

l　CLEAR

l　SETCOLORTOGB
i＠　1，7　SAY　”まず病原菌の胞子形成状況に関する条件を入力して下

SET　COLOR　TO　R

＠2，5　SAY　REPLICATE（”＝”，60）

SET　COLOR　TO　曾

＠4，10　SAY　”胞子形成の特徴：”GET　SE
＠　6，20　SAY　”1＝胞子の形成はみられない”

＠　8，20　SAY　”2＝胞子は子嚢内に形成されている”

＠10，20　SAY　”3＝胞子は担子器上に形成されている”

◎12，20　SAY”4＝胞子はあるが子嚢や担子器はない”
SET　CURSOR　ON

SET　CONFIR擁　ON

READ

CLEムR　GETS

SET　CO国FIR｝4　0FF

SET　CURSOR　OFF

CLEAR
SET　COLOR　TO　剰

CムLL　DBG曾IT｝｛”LOAD　HOUSIF．DAT，，

S：ET　COLOR　TO　GB

＠　1，7　S醒　”次に病原菌の胞子形態　”GET　SF

SET　COLOR　TO　R

＠2，1　SAY　REPLICムTE（”＝”，78）

SET　COLOR　TO　RG

◎　4，5　　　　SAY

＠4，COL（）÷10SAY

㊤4，COL（）＋10SAY

＠　5，5　　　　SAY

＠15，5　　　SAY
＠15，COL（）＋15SAY

＠15，COL（）＋15SAY

SET　COLOR　TO　界

SET　CURSOR　O渓

SET　CO四FIRM　ON

READ
CLEAR　GETS

SET　CONFI　Rト1　0FF

SET　CURSOR　OFF

”1＝球・楕円・卵・洋梨”

”2＝三日月形”

”3＝糸・鞭・棒形”

”　紡錘・繭・俵・長形”

”4＝螺旋形”

”5二特殊隔壁”

”6＝有付属糸・膜”

CALL　DBG　紺ITH　，，CLS，，

CLEAR
SET　COLOR　T　O　GB

◎　5，1　SAY　”最後に病原菌に関するその他の検索条件の設定”
SET　COLOR　TO　R

＠6，1　SAY　REPLICATE（”＝”，78）

SET　COLOR　TO　脚

＠　8，l　SAY　”胞子の色　　　　：”GET　SC



リレーショナル・データベースによる有用植物の病害診断支援システムの開発

247：1

248d
249：1

250d
251：1

252：1

253d
254d
255：1

256：1

257：1

258：1

259：1

260d
26L　l

262d
263：1

264d
265：1

266：1

267：1

268：1

269：i

270：1

27L　l
　O　　　　，，

　　　ロ
272：！

273d
274：i

275：1

276：1

277：i

278：1

279：1
280：！

281：1

282：1

283：1

284：i
　●　，，

285：1

286：1

287：1

288：1

289d
290d
291：i

292：1

293：1

294：1

1＠8，20
1㊤8，40
！＠9，1
1＠11，1
1＠11，20
1＠11，40
1◎11，60
1＠12，1
1＠14，1
i＠14，20
1＠14，40
1＠14，60

5
I
l　READ

｝

1
！

l　CLEAR

i
｝

1
l
l　l　CLEAR

l　l＠

l　l◎
l　l＠
l　l

l　l　WAIγ

l　i

l＜一一一一LOOP

l　ENDIF

l
…

1
I
l　l

l！＠
i　i＠
l　I＠
l　l

l　l響AIT
i　l

l＜一一一一LOOP

l　ENDIF

l
I
I

SAY

SAY

TO

SAY

SAY

SAY

SAY
TO

SAY

SAY

SAY

SAY

”1＝無または淡色”

”2＝濃色”

9，78
”胞子の細胞数　　：

”1二単胞”

”2＝2胞”

”3ニ3胞以上”

12，78

”菌の栄養体構造：
”1＝無隔壁菌糸”

”2＝有隔壁菌糸”

”3＝アメーバ状”

”GET　C醤

”GET　HS

SET　CURSOR　OR

SET　CONFIR煙　ON

CLEAR　GETS

SET　CONFI　R凹　OFF

SET　CURSOR　OFF

＊＊設定し：た検索条件の符号確認と文字列への復元＊＊

USE　SPOREEX

LOCATE　FGR　CODE＝SE
IF．潤OT．FOUND（）

　　5，5　SAY”造胞子特徴として記入した番号に誤りがありました

　　7，5　SAY”もう一一度やりなおして下さい。”
　　9，5　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”
　SET　CONSOLE　OFF

　SET　CONSOLE　ON

STORE造胞子特徴丁O　SEP

USE　SPORECL

LOCATE　FOR　CODE＝SC
IF．層OT．FOUND（）

　CLEAR
　　5，5　SAY”胞子の色として記入した番号に誤りがありました。

　　7，5　SAY”もう一度やりなおして下さい。”
　　9，5　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”
　SET　CONSOLE　OFF

　SET　CONSOLE　ON

STORE胞子の色丁O　SCP
USE　SPOREFG

LOCATE　FOR　CODE＝SF
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295：1

296：1

297：1

　：　0

298：1

299d
300：1

301d
302：1

303；1

304：1

305：1

306：1
307：1’

308d
309：1

310：1

　：　0

311d
312d
313：1

314：1
315：！

316：1

317d
318d
319：1

320：1

321：1

322：1
323：！

　：　0

324：i

325d
326：1

327：1

328：1

329：1

330：1

331：1
332：！

333：1

334：1

335：1

336：1

337：1

338：1

339：1

340：1

341：1

　l　IF．NOT．FOU醤D（）

　i　i　CLEAR
　l　l＠5，5　SAY”胞子の形態として記入した番号に誤りがありました

　l　l＠　7，5　SAY”もう一度やりなおして下さい。”
　l　l㊤9，5　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

　l　l　SETCONSOLEOFF
　i　l騨AIT
　i　l　SETCONSOLEON
　l〈一一一一LOOP

　l　ENDIF
　l　STORE胞子の形態丁O　SFP
　I　USESPORECN
　l　LOCATEFORCODEニCN
　l　IF．NOT。FOUND（）

　l　i　CLEAR
　l　t＠　5，5　S醒　”胞子細胞数として記入した番号に誤りがありました

　l　i＠　7，5　SAY”もう一度やりなおして下さい。”
　l　l＠9，5　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

　l　l　SETCONSOLEOFF
　l　I騨AIT
　i　l　SETCONSOLEON
　l〈一一一LOOP

　t　ENDIF
　I　STORE胞子細胞数丁O　CNP
　l　USEHYPHASP
　l　L㏄ATEFORCODE＝HS
　l　IF．翼OT．FOUND（）

　i　l　CLEAR
　l　l＠　5，5　SAY　”栄養体構造として記入した番号に誤りがありました

　l　l＠　7，5　SAY”もう一度やりなおして下さい。”
　I　l＠9，5　SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”

　！l　SETCONSOLEOFF
　l　l耀AIT
　l　l　SETCONSOLEON
　l←一一一LOOP

　l　EHDIF
　l　STORE栄養体構造丁O　HSP
　l　STORE．F．TOKIN
　ENDDO
ENDIF
＊＊病名・病原の検索開始＊＊

CLEAR

＠　1，10SAY”検索中ですのでしばらくお待ち下さい。”
I　F　BUNKI＝”F，，

1＠3，10SAY”約1分間で結果がでます。”
臣LSE
l＠　3，10SAY”数秒間で結果がでます。”
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342：l　ENDIF
343：1＊＊当該植物に係わる小ファイルの再作成＊＊

344d　CLOSEDATABASES
345d　D肌ETEFILE＆DISFLS
346：　l　　USE　＆DISFLL

347：l　SETINDEXTO＆HSTIDX
348：l　SEEKPJN
349：l　COPY　TO＆DISFLS盟ILE宿主和名＝PJN
350：l　USE＆DISFLS

351：l　COPYTOHKムRI1
352：1＊＊宿主上の発病部位・病徴標徴によるフイルター＊＊
353：　l　　USE　HKARI　l

354d　IFDP＝””．AND．DP2＝””．AND．SY＝””．AND．SY2ニ’”’

355d　l　USE
356：l　l　RENA擁EHKARILDBFTOHOJOLDBF
357：l　IELSE
358：l　l　COPY　TO　HOJOl　FOR”＆DP”＄発病部位．餓D．”＆DP2”＄発病部位．AND．；

359：i　l”＆SY”＄病徴標徴．A齢．”＆SY2”＄病徴標徴

360：l　l　USE
361：I　l　DELETEFILEHKARI1．DBF
362：l　E醐IF
363：l　USEHOJO1
364：l　STORERECCOUNT（）TOKムZU
365：1継設定条件に適合する病害がない場合の画面表示＊＊

366：l　IFKAZUニ0
367：　l　　l　　CLEAR

368：l　l　SETCOLORTOR
369：l　l＠　1，5SAY”　あなたの設定した条件に適合する”＋DISGRP＋”は、登録リス

　：ト中に見”
370：l　i＠3，5SAY”当たりませんでした。”

371：1！SETCOLORTORG
372：l　i　e5，5SAY”考えられる可能性としては、このシステムの登録データの
　：不備、あ”
373：l　l＠7，5SAY”なたの設定した条件の不備などがありますが、未報告の病害
　：であると”
374：l　l＠　9，5SAY　”いうこともあり得ます。改めて検討して下さい。”

375：l　l　SETCOLORTO騨
376d　　l＠11，5SAY　”　設定条件：宿主植物名　　＝”条PLN
377：！　1◎13，5SAY　”　　　　　　発病部位　　　＝（1）”＋DPP

378d　l＠15，5SAY”　　　　　　　　　（2）”＋DP2P
379：l　l◎17，5S醒　”　　　　　　病徴標徴　　＝（1）”＋SYP

380d　I◎19，5SAY”　　　　　　　　　（2）”＋SY2P
381：l　l　SETCOLORTOBG
382d　l＠21，5SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”
383：l　l　SETCOLORTO胃
384：　l　　I　　SET　CON　SOLE　OFF

385：l　l胃AIT
386d　l　SETCONSOLEON
387：l　l　CLOSEDムTABASES
388：　l　　l　　DELETE　FILE　HOJO1．DBF

39
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389d　i　IFPAT＞1
390：1＜一一一一一LOOP

391：！l　ENDIF
392：l　l　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
393：l　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
394：　I　　I　　DELETE　FILE　BYOUB．DBF

395：I　l　DELETEFILEBYOUF．DBF
396：l　l　D肌ETEFILEBYOUN．DBF
397d〈一一一EXIT
398：　l　　END　IF

399：1＊＊糸状菌の諸特性による病原検索＊＊
400：i　IFBUNKIニ”F”

401：i　l　SETCOLO盆丁OG
402：l　l㊨　5，15SAY”宿主側の病名の検索終了。”
403：！l　SETCOLO盆丁0曾
404：l　l＊検索された病原の属に係わる小ファイル作成＊
405：　l　　l　　SET　EXACT　ON

406：　l　　l　　USE　GECOTASE

407：l　l　COPY　TO　HOJO2STRUCTURE　FIELD　CODE，SUBDIVISN，GENUS，他世代名，；

408：l　l造胞子特徴，胞子の色，胞子の形態，胞子細胞数，栄養体構造

409：！l　SELECT1
410：I　I　USEHOJO1
41L　l　l　SELECT2
412：l　l　USEHOJO2

413：1！SELECT3
414：I　l　USEGECO
415d　l　SETINDEXTOGENEDEX
416：l　l　S肌ECT1

417：11GOTOTOP
418d　I　DO耀H皿E．NOT．EOF（）

419：l　l　l　STORECODE　　　TOAム
420：l　I　I　STORETRIM（GENUS）TOGE
421：l　l　l　SELECT3
422：l　i　I　SEEKGE
423d　l　l　IFEOF（〉
424d　l　l　l　SELECT1
425d　l　l　l　SKIP
426：l　I　l＜一一一LOOP

427：l　l　l　ENDIF
428：　l　　l　　l　　STORE　SUBDIVIS醤　　丁O　SD

429：l　l　l　STORE造胞子特徴丁O　CC
430：I　l　l　STORE胞子の色　丁O　DD
431：！　l　i　STO旺胞子の形態丁O　EE
432：l　I　l　STORE胞子細胞数丁O　FF
433：1　！　l　STORE栄養体構造丁O　GG

434：l　l　l　S肌ECT2
435：l　i　l　APPENDBLANK
436：　l　　l　　l　　REPLムCE　CODE　脚ITH　AA，SUBD　IVI　S賛　曾ITH　SD，GENUS　耀ITH　GE，；

437：！　1　1造胞子特徴WITH　CC，胞子の色WITH　DD，胞子の形態暇TH　EE，；

438：i　I　l胞子細胞数概TH　FF，栄養体構造班TH　GG



439d
440d
441：1

442：1

443：1

444：1

445：1

446：

447：

448：

449：

450：

45L
452：

453：

454：

455：

456：

457：

458：

459：

460：

461：

462：

463：

464：

465：

466：

467：

468：

469：

470：

471：

472：

473：

474：

475：

476：

477：

478：

479：

480：

48L
482：

483：

484：

485：

486：

487：

488：

リレーショナル・データベースによる有用植物の病害診断支援システムの開発

！SELECTl
l　SKIP

ENDDO
CLO　SE　DATABASES

＠　7，15　SAY　”病原として記載されている菌の属名検索終了。”

＊＊検索された病原の他世代属に関わる情報を小ファイルに追加＊＊

SELECT　l
USE　HOJOl

SELECT2
USE　HOJO2

SELECT3
USE　GECOTASE
SET　IRDEX　T〔）　GETASEDX

SELECT4
USE　GECO
SET　IND　EX　TO　GENEDEX

SELECT　l

GOTO　TOP
DO盟LE．NOT．EOF（）

i　STORECODE　　　TO晶
l　STORETRI雑（GE醤US）TOGE
l　　SELECT　3

i　SEEK　GE

l　IF．醤OT．FOUND（）

l　i　SELECTl
l　l　SKIP
l〈一一一一LOOP

l　E国DIF

l　STORE．T．TOTASE

l　DO冊ILETASE
l　l　STORETRIM（SUBDIVISN〉　TOSD
STORETRIH（GE柵S）

STO麗造胞子特徴

STORE胞子の色
STORE胞子の形態
STORE胞子細胞数
STO麗栄養体構造
STORESD＋”，”＋BB＋”

SELECT4
SEEK　GE
STORE　SUBDI　VI　S鐸　丁O　SD

SE：LECT2
APPEND　BLA醤K

TO　BB

TO　CC

TO　DD

TO　EE

TO　FF

TO　GG

属菌”TO　TS

REPLACE　COD　E　習I　TH　AA，SUBD　I　VI　SN　、》ITH　SD，GENUS　脚I　TH　GE，；

造胞子特徴MTH　CC，胞子の色班TH　DD，胞子の形態暇TH　EE，；

胞子細胞数晒TH　FF，栄養体構造班TH　GG，他世代名曜TH　TS

SELECT3
SKIP
IF　EOF（）

！STORE．F。TOTムSE

41
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489：l　l　l　I　ENDIF
490：I　l　I　I　IF他世代名＝GE

49玉：i　l11←一一LOOP
492d　l　i　l　iELSE
493：！i　l　l　l　STORE．F．TOTASE
494d　i　i　l　ENDIF
495：i　l　l　ERDDO

496d　！1SELECT1
497：！i　l　SKIP
498d　i　ENDDG
499：1　！＊第1補助ファイル消去＊
500：I　i　CLOSEDATABムSES
501：l　l　DELETEFILE即」01．DBF
5G2：l　l＠　9，15　SAY”病原として記載されている菌の他世代属名検索終了。”

503：l　i＊＊胞子形態等菌の特徴による絞り込み作業＊＊

504：1！USEHOJO2
505：l　l　IFHS＝”0”．AND．SE＝”0”．AND．SC＝”0”．AND．SFニ”0”．A翼D．CN＝”0”

506d　l　i　COPYTOHOJG3
507：i　l　IELSE
508d　　l　I　COPY　TO　HOJO3FOR”＆SE”＄造胞子特徴．AND．”＆SC”＄胞子の色．AND．；

509：l　i　l”＆SF”＄胞子の形態．姻D．”＆CN”＄胞子細胞数．姻D．”翻S”＄栄養体構造

510：l　i　ENDIF
511：1！＊第2補助ファイルの消去＊
512：l　l　USEHOJO3
513：　l　　l　　DELETE　FILE　｝｛OJO2．DBF

514：l　l＊＊設定条件に適合する菌がない場合の画面表示＊＊
5玉5：l　i　IF盆ECCOUNT（〉ニ0

516：I　l　l　CLEムR

517：i　i　l　SETCOLOBTOR
518；l　l　l＠　1，5SAY　”　あなたの設定した条件に適合する糸状菌病は、登録リ
　：スト中に”
519d　l　l＠3，5SAY　”見当たりませんでした。”

520d　i　l　SETCOLORTORG
521d　l　l＠5，5SAY”考えられる可能性としては、このシステムの登録デー
　：タの不備、”
522：i　l　l＠7，5SAY”あなたの設定した条件の不備などがありますが、未報告
　　：の病害で”

523d　l　l＠9，5SAY”あるということもあり得ます。改めて検討して下さい。
524：I　l　i　SETCOLORTO響
　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，525：

526：

527；

528：

529：

530：

53L
532：

533：

534：

535：

＠11，5SAY
＠12，5SAY
＠13，5SAY
＠14，5SAY
＠15，5SAY
＠16，5SAY
＠　17，5　SAY

＠18，5SAY
㊤19，5SAY
◎20，5SAY
SET　COLOR　TO　BG

設定条件 ：宿主植物名　　　冊LN
　発病部位　　　＝（1）”硲PP

　　　　　　　　（2）”＋DP2P
　病徴標徴　　二（1〉”＋SYP

　　　　　　　　（2）”＋SY2P

　造胞子特徴　　二”＋SEP

　胞子の色　　＝”＋SCP

　胞子の形態　　＝”＋SFP

　胞子細胞数　　＝”＋CNP

　菌栄養体構造＝”州SP

，，
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536：

537：

538：

539：

540：

54L
542：

543：

544：

545：

546：

547：

548：

549：

550：

551：

552：

553：

554：

555：

556：

557：

558：

559：

560：

561：

562：

563：

564：

565：

566：

567：

568：

569：

570：

57L
572：

573：

574：

575：

576：

577：

578：

579：

580：

581：

582：

583：

584：

585：

l　l　l＠22，5SAY”何かキーをたたけば画面は元に戻ります。”
I　　l　　l　　SET　COLOR　TO　榊

l　l　l　SETCONSOLEOFF
l　l　l胃AIT
l　i　l　SETCO層SOLEOR
i　l　i　CLOSEDATABASES

l　l　l　DELETEFILEHOJO3．DBF
l　　l　　i　　IF　PムT〉1

！く一一一一一一LOOP

l　l　l　ENDIF

l　l　i　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
I　i　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
l　l　l　DELETEFILEBYOUB．DBF
l　l　l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
l　l　l　DELETEFILEBYOU醤．DBF
I＜一一一一一一一EXIT

l　l　ENDIF

l　l　SETCOLORTOR
l　l＠11，15SAY”病原菌側の検索が終わりました。”
l　i　SETCOLORTOBG
l　！＠13，15SAY”最終整理を行って画面に表示します。”

i　l　SETCOLORTO騨
i　l＊同コード番号のレコード除去＊
l　l　COPY　TO　HOJO4STRUCTURE　FIELD　CODE，SUBDIVISR，他世代名

！l　SELECT2
1　　1　　USE　｝｛OJO4

11SELECTl
l　l　GOTOTOP
l　l　DOWRILE．聾OT．EOF（）
l　　l　　i　　STORE　CODE　　　　　TO　AA

l　　l　　l　　STORE　SUBI）IVIS層　丁O　SDP

l　l　l　STORE他世代名　丁O　TSP

i　l　l　SELECT2

111LOC為TEFORCODE＝ムA
i　l　l　IFEOFO
l　l　l　l　APPENDBLANK
l　l　l　l　REPLACE　CODE班TH　AA，SUBDIVISN班盟SDP，他世代名縫TH　TSP
i　l　l　ENDIF

1l　i　SELECTl
l　i　i　SKIP
l　l　ENDDO

i　l＊第3補助ファイルの消去＊
i　l　CLOSEDATAB為SES
l　　l　　DELETE　FILE　HOJO3。1）BF

l　l＊検索結果の数が多過ぎる場合の注意（糸状菌病）＊

l　l　USEHOJO4

11STORERECCOUNT（）TOKAZU
l　l　IFKAZU〉9

11！CLEAR
！l　l？CHR（7）
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586：l　l　l＠　1，8　SAY”あなたの設定した条件で検索された菌（又は病害）の数
　：は、”

587：l　i　l　SETCOLORTOGB
588：I　i　l㊤3，8　SAYLTRIN（STR（KAZU））

589：l　l　i　SETCOLORTO曾
590：l　I　I＠3，＄＋1SAY”点になりました。検索結果をそのまま画面表示するか、
　o　”

591d　l　l＠5，8　SAY”設定条件をあらためて検討するか指示して下さい。”
592：l　l　i　SETCOLORTORG

593dll＠8，8SAY”　　　検索条件”
594：l　l　l　SETCGLORT闘

595：iII＠10，8SAY”宿主植物名
596：l　l　l＠11，8S醒”宿主上発病部位
597：l　l　l＠11，50SAY”（2）”＋TRIN（DP2P）

598：i　l　l612，8SAY”特記すべき病徴や標徴
599：i　i　l＠12，50SAY”（2）”＋TRIM（SY2P）

600：l　l　l＠13，8　SAY”胞子形成に関する特徴
601d　　l　i＠14，8　SムY”胞　　子　　の　　色

602：l　i　l＠15，8SAY”胞　子　の

＝”＋PL翼

＝（1）”＋TRI醒（DPP）

＝（1）”＋TRI翼（SYP）

ニ”÷SEP

＝”＋SCP

　　　　　　　　　　　　形態＝”＋SFP
603：i　l　I＠16，8　SAY”胞　子の　細　胞　数　二”＋CNP

604：l　l　l＠17，8SAY”菌の栄養体構造　＝”＋BSP
605：l　I　l　STORE””TOYN
606：l　l　l　SETCOLORTOG
607：l　I　l＠20，10SAY”検索結果を画面表示しますか？（Y／賛）　”GET脳

608：l　i　l　SETCOLORTO響
609：l　l　l　SETCURSORON
610：！l　l　SETCONFI脳ON
611d　l　l　READ
612：l　l　l　CLEARGETS
613：　l　　i　　l　　SET　CONFIR雑　OFF

614d　l　l　SETCURSOROFF
615：i　i　I　STOREUPPER（Y醤）TOYN
616：1i　l　IFYN＝”N”

617：I　l　i　I　CLOSEDATABASES

618：i1l　l　DELETEFILEBOJO4．DBF
619d　l　I　l　IFPAT＞1
620d＜一一一一一一一一一LOOP

621：l　l　i　l　ENDIF
622：l　l　l　l　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
623：l　l　I　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
624：！l　l　i　DELETEFILEBYOUB．DBF
625：l　l　l　l　DELETEFILEBYOUF。DBF
626：　l　　l　　l　　l　DELETE　FILE　BYOU醤．DBF

627：i＜一一一一一一一一EXIT

628：l　i　l　E醤DIF

629：l　l　l　CLEAR

630：l　l　ENDIF
631d　ENDIF
632：1＊＊検索結果の数が多過ぎる場合の注意（糸状菌病以外）＊＊

633：l　IFKAZU＞9
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634：

635：

636：

637：

638：

639；

640：

641：

642：

643：

644：

645：

646：

647：

648：

649：

650：

651：

652：

653：

654：

655：

656：

657：

658：

659：

660：

66L
662：

663：

664：

665：

666：

667：

668：

669：

670：

671：

672：

673：

674：

675：

676：

677：

678：

679；

680：

681：

682：

683：

1　！CLEAR
l　l？CHR（7）

l　l＠　1，8

11SETCOLORTOGB
l　l＠3，8　SAYLTRI瀕（STR（KAZU）〉

l　l　SETCOLORTO騨
l　i＠
l　i＠　5，8
1　　1　　SET　COLOR　TO　RG

ll＠8，8SムY”　　　検索
l　i　SETCOLORTO曾

ll＠10，8S醒”宿主植物名
l　l＠12，8　SAY”宿主上の発病位置
i　l＠12，50SAY”（2）”÷TRIM①P2P）

l　l612，8　SAY”特記すべき病徴や標徴
l　l＠12，50SAY”（2）”＋TRIN（SY2P）

l　i　STORE””TOYN

l　l　SETCOLGRTOG
l　i

l　i　SETCOLORTOW
i　l　SETCURSORON
l　l　SETCO醤FI朗ON
l　l　READ
l　l　CLEARGETS

l　l　SETCO醤FIRMOFF
l　　l　　SET　CURSOR　OFF

l　l　STOREUPPER（YN〉TOY翼
I　l　IFYN＝”N”

l　l　l　CLGSEDATABASES
l　　l　　l　　DELETE　FI　LE　HOJO1．DBF

l　l　i　IFPAT〉1
1く一一一一一一一LOOP

l！l　E醤DIF
l　　l　　l　　DELETE　FILE　PATHOGEN．DBF

l　l！DELETEFILEBYOUV．DBF
I　　l　　l　　DELETE　FI：LE　BYOUB．DBF

i　l　l　DELETEFILEBYOUF．DBF
l　　l　　l　　DE：LETE　FILE　BYOUN．DBF

l＜一一一一一一EXIT

l　l　ENDIF

l　l　CLEムR

l　ENDIF
l＊＊病原群別診断結果の出力
l　DO　CASE

l　ICムSEBUNKI＝”V”

l　l　DODIAGV
l　ICASEBUNKI＝”B”

l　l　DODIAGB
l　iCASEBU競KI＝”F”

l　l　DODIAGF

SAY”あなたの設定した条件で検索された”÷DISGRP＋”の数は、

3，＄＋1SAY”点になりました。検索結果をそのまま画面表示するか、

　　　SAY”設定条件をあらためて検討するか指示して下さい。”

条　件”

＝”＋PLN

＝（1）”＋TRIM（DPP〉

＝（1〉”＋TRI駅SYP）

＠16，10SAY”検索結果を画面表示しますか？（Y／N〉　”GET　YN
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684：

685：

686：

687：

l　ICASEBU賛KI＝”N”

1！DODIAGN
l　E醤DCASE

照DDO
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1：＊＊＊植物ウイルス病診断結果の出力プログラム＊＊＊
2；

3：

4：

5：

6：

7：

8：

9：

10：

11：

12：

13：

14：

15：

16：

17：

18：

19：

20：

21：

22：

23：

24：

25：

26：

27：

28：

29：

30：

31：

32：

33：

34：

35：

36：

37：

38：

39：

40：

41；

42：

43：

44：

45：

46：

47：

48：

49：

50：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DIAGV．PRG
STORE　　．T．　TO　PDJOB4

DO　騨HILE　PDJOB4

1＊＊検索結果の画面表示＊＊

l　CLEAR

l　STORE．T．TOG酬EN
l　STOREOTOLI醗
l　SELECT2
1USEVIRUS
l　　SET　I国DEX　TO　VIRCODE

l　SELECTl
l＠　1，1SAY”検索されたウイルス名と病名は次の通りです：”
l　DO盟ILE　GAMEN
l　l　STORECODETOCO翼O
l　l　SELECT2
i　　l　　SEEK　CO潤O

l　l　STORE　TRI駅ウィルス名）Tg　FU

i　l　STO旺TRm（病名）　　　TO　DI

l　l㊤3＋LINE，1　SAYFU
i　l㊤3＋LINE，48SAYDI
i　l　STORELINE＋2TOLI醤E
I　I　SELECTl
！　i　SKIP

l　l　IFEOF（）

l　l　i　STORE．F．TGG蘭EN
l　l　E潤DIF

l　　1　IF　LI翼E＝18

11！＠3＋LINE，1SAY”何かキーをたたけば次の画面がでます。
l　l　l　SETCONSOLEOFF
l　i　I闘T
l　l　i　SETCO四SOLEON
l　l　1　CLEAR

l　l　l　STOREOTOLI翼E
i　l　ENDIF

l　ENDDO

i＠3＋LINE，l　SAY”何かキーをたたけば次の作業の指示画面。”

l　SETCONSOLEOFF
l栂AIT
l　SETCONSOLEON
i　DO盟ILE．T．

1　！CLEAR
i　i　STORESPACE（1）TOSHORI

l　l　SETCOLORTOGB
i　i＠　3，20　SAY”　　次の作業の指示”

l　l　SETCOLORTORG
l　l＠4，20SAY”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”

i　l　SETCOLORTO騨
l　l＠　6，20　SAY”0＝このまま元に復帰”
l　l6　8，20　SAY”1＝検索結果の要約プリント”
i　l＠10，20　S醒”2＝病名個表の画面出力”
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51：l　i＠12，20SAY”3二病名個表のプリント出力”
52：l　i㊤15，20　SAY”処理番号を入力して下さい”GET　SHORI

53：l　l　SETCURSORON
54：i　I　SETCONFIRNON
55：l　l　gEAD
56：l　i　CLEARGETS
57：l　l　SETCONFI離OFF
58：l　i　SETCURSOROFF
59：l　l　IFSHORI＝”1”．OR．SRORIニ”3”

60：l　i　l　SETCOLORTOR
6L　l　l　i＠17，20SAY”プリンターの準備を確認して、何かキー！”
62：l　i　l　SETCONSOLEOFF
63：l　l　l騨AIT
64：l　l　i　SETCO醤SOLEO賛

65：l　i　i　SETCOLORTO栂
66：I　l　ENDIF

67：l　i　DOCASE
68：l　i　l＊＊終了の指示があった場合＊＊
69：i　l　ICASESHORIニ”0”

70：i　l　l　CLOSEDATABASES

71：i　l！DELETEFILEHOJO1．DBF
72：l　l　l＊ウイルス以外にも病原を検索する場合の復帰＊
73：l　l　l　IFPムT＞1

74：！！l　I　STORE．F．TOPDJOB4
75：1〈一一一一一一一EXIT

76：I　l　i　E廻DIF

77：i　l　l＊全作業ファイルの消去して復帰＊

78：1！i　D肌ETEFILEPATHOGEN．DBF
79d　i　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
80：　l　　I　　l　　DELETE　FILE　BYOUB．DBF

81：i　l　l　DELETEFILEBYOUF。DBF
82：l　l　i　DELETEFILEBYOUN．DBF
83：I　l　l　STORE．F．TOPDJOB4
84：l　l　l　STORE．F．TOPDJOB3
85：1＜一一一一一一EXIT

86；l　i　l＊＊検索結果の要約プリント＊＊
87：l　l　iCASESHORI＝”1”
88：　I　　l　　l　　SET　DEVI　CE　TO　PRINT

89：l　l　i　STOREOTOLINE
90：l　l　l　GOTOTOP
91：l　l　l　STO配E．T．TOPRT

92d　l　l　DO盟ILEPRT
93：l　l　l　l　STORE．T．TOPAGE
94：l　l　i　l＠　1，40　SAY”＊＊＊植物ウイルス病の検索結果＊＊＊”

95：l　l　l　i＠1，75SAY”（”＋LTRI駅STR（YEAR（DATEO））〉＋”年”＋LTRI駅STR（琶ONT
　：H（DムTE（））））；

96：l　l　i　l＋”月”＋LTRI欧STR（DAY（DATEO））〉＋”日）”

97：i　l　l　l＠　4，21SAY”あなたの設定した条件に適合する本邦産主要植物ウイ

　：ルス1
98：l　l　l！及び病名のリストは下記の通りです。”



リレーショナル・データベースによる有用植物の病害診断支援システムの開発

99d　　l　l　l◎　6，5　SAY”検索条件：　（病原は”殖GENT＋”と設定）”

100：llll＠7，5SAY”宿主植物名二”＋P国
101：l　l　l　l㊤　8，5　SAY”　　　　　　　　　　　　　　（宿主標準名：”用N＋”
　：）”

102：l　i　i　l＠9，5SAY”　　　　　　　　　　”÷PNl
lO3：l　l　l　l＠10，5SAY’’　　　　　　　　　”＋PN2
104：l　l　l　i◎12，5　S醒”　宿主上の発病位置　　　　＝（1〉”＋TRI駅DPP〉＋　（2〉
　：”＋TRIN（DP2P）

105d　l　l　l＠13，5　SAY”　特記すべき病徴や標徴　＝（1）”＋TRI欧SYP）÷　（2）
　：”＋TRIN（SY2P）

106：l　l　l　l615，5　S醒”検索結果：”
107d　l　l　l＠16，5　S〈Y”　検索された病害数　　　＝”＋LTRIN（STR（KAZU））＋”

　：点”

108：l　l　I　l＠17，5　SAY”　検索結果の表示事項　　＝1行目：ウイルスの和
　：名及び英名”

109：l　i　l　I㊤18，5S〈Y”　　　　　　　　　　　　2行目：ウイルスのグ
　：ループ名及；

110：l　l　l　lびクリプトグラム”
m：l　l　l　i＠19，5　S醒”　　　　　　　　　　　　　3行目：病名及び病名
　：コード番号”

112：l　i　l　l　DO囲ILEPAGE
113：I　I　l　i　l　STORE”（”÷LTRIM（STR（REC瞬0（）））＋”）”　　　　TON田

114：i　l　l　l　l　STO旺CODE　　　　　　　　　　　　TOCONO
ll5：l　i　l　l　i　SELECT2
116：l　i　l　l　l　SEEKCONO
117：l　l　l　i　l　STORE　TRm（ウイルス名）＋”，”＋TRm（VIRUS＿NAHE）　　　　　TO

　：FU
ll8d　l　l　l　l　STOKE　TRIN（GROUP－NANE）＋”群，”÷TRIN（列プトグラム）　　　　TO

　：GC
119：l　l　l　l　l　STORE　TR斑（病名）＋”，”÷TRIN（BYO闘EI）＋”，”÷TRm（DISEASE）TO

　：DI
120：l　l　l　l　l　STORE”［病名コード番号＝”＋STR（CGNO，6，0）＋”】”　　　　TO

　：COP
121：l　l　l　l　l＠22＋HNE，7　SムY剛N
122：l　l　l　l　l＠22予LINE，12SAYFU
123：l　l　l　l　l＠23＋LINE，12SAYGC
124：l　l　l　l　l＠24＋LI醤E，12SムYDI
125：　i　　l　　l　　l　　l　＠　24＋LINE，90　　SムY　COP

126：l　l　i　l　l　SELECTl
l27：l　l　l　l　l　SKIP
128：l　l　i　l　l　IFEOF（）
129：l　l　l　l　l　l＠26＋LINE，5　S醒”注：各病害にっいてさらに詳細な情報が
　：必要な場合は、；
130：l　l　i　l　l　l病名個表を呼び出して下さい。”
131：l　l　l　l　l　l　STORE．F．TOPAGE
132：i　I　l　l　l　i　STORE．F．TOPRT

133：l　l　l　l！ENDIF
134：l　l　l　l　l　STORELINE＋4TOLINE
135：l　l！l　l　IFLI醤Eニ36
136d　　l　I　l　l　I＠22＋LINE，5　SAY”注：各病害にっいてさらに詳細な情報が
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：必要な場合は、

137：

138：

139：

140：

141：

142：

143：

144：

145：

146：

147：

148：

149：

150：
15！：

152：

153：

154：

155：

156：

157：

158：

159：

160：

161：

162；

163：

164：
！65：

166：

167：

168；

169：

170：

171：

172：

173：

174；

175：

176：

177：

178：

179：

180：

18L
182：

183；

　　　　；

l　l　i　l病名個表を呼び出して下さい。”
l　l　l　l　STOREO　TOLI醗
i！l　l　STORE．F．TOPAGE
l　　l　　l　ENDIF

i　l　ENDDO

l　ENDDO

I　EJECT

l　SETDEVICETOSCREEN
l＊＊病名個表の画面出力＊＊

にASESRORIニ”2”

l　CLEAR

l　SELECT3
i　USEPLA醤T

l　SETINDEXTOPJ餌DEX
i　SELECTl
l　　GOTO　TOP

i　STO既．T．TOGA錘E蓑

l　DO柵LEGA醒E賛
I　l　CLEAR

l　l　STORECODETOCONO
l　l　SELECT2
i　i　SEEKCONO
l　i　STORE　TRIN（宿主和名）TO　PLN

i　l　SELECT3
11SEEKPLN
l　l　STORE　TRI敵標準英名）　TO　PLEN
i　l　STORE　TRIM（標準学名）　TO　PLSN
『
i
　 l　ST盤E　TRm（標準命名者）TO　PLAN

l　i　SELECT2
11＠1，1SAY”CODE　　：”÷STR（CODE，6〉＋

（RECNOO））＋”）”

”（RECORD：”＋LTRI琶（STR

㊤1，51SAY”OPERATOR：”＋OPERATO盆
＠　3，1　SAY”ウイルス名：”＋TRm（ウイルス名）

＠4，14SAY”ウイルス英名：”＋VIRUS－N甜E
＠5，14SAY”ウィルス群名；”＋GROUP－NA醜
＠6，14SAY”グリプトグラム：”＋グリプトグラム

＠　7，14SAY”粒子形態　：”＋粒子形態

㊤　8，1　SAY”シノニム　；”÷SYNON盟

＠9，ISAY”保存株：”＋COLLECTION
◎10，1SAY”宿　　主　：”÷TRI駅PL醤）＋”，”＋TRIM（PLEN）＋”，”＋；

TRIM（PLSN）＋””＋TRI麓（PLAN）

＠12，1SAY”病　　名　：”÷TRI欧病名）＋”，”÷TRI欧BYO“EI）＋”，”＋

TRI敵DISEASE）
＠13，l　SAY”病　　徴　：発病部位＝”＋TRm（発病部位）＋；
”
，
病 徴標徴＝”÷TRI駅病徴標徴）

＠14，l　SAY”初記載　：”＋TR劃（初記載）

＠16，1SAY”備　　考　：”＋TRI駅備考）

＠19，5　SAY”何かキーをたたいて下さい”
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184二l

l85d
186：1

187目
188：1

189：1

190：l

l91：1

192：1

193d
194：1

195：1

196：1

197d
198：1

199：1

200d
201：1

202：i

203：i

204：1

2G5d
206：1

207：1

208d
209d
210d
211：1

212：1

213d
214：1

215d
216：1

217：1

218：1

219d
220：1

221：1

222：i

223：1

224：1

225：i

226：1

　：　，

227d
228：！

”

　：1）＋
229：1

23G：1

231；1

｝

1
1
1
…

l
l
I
I
l
i
i
I
i
I
｝

…

i
I
3
i
§

f
i
I
l
I
｝

l
l
I
i
…

ヨ

I
l
！

1
1
！

［

…

【
÷；

｛

1
”
，

き

1
1

l　l　SETCONSOLEOFF

l　l曾AIT
i　l　SETCONSOLEON
l　l　SELECTl
l　l　SKIP
l　i　IFEOF（）

l　l　l　STORE．F．TOGA超E醤
l　l　ENDIF

l　ENDDO

l＊＊病名個表のプリント出力越
lCASESHORIニ”3”

l　S肌ECT3
！USEPLANT
I　SETINDEXTOPJNDEX
l　SETDEVICETOPRINT
I　　SELECT　1

！GOTOTOP
l　STORE．T．TOPRT

！DO栂肛斑P朗
i　l　STOREOTOLINE
l　l　STORE．T．TOPAGE

l　l　DO欄ILEPAGE
l　l　l　STORECODETOCONO
l　i　l　SELECT2

111SEEKCONO
l　l　！STORE　TRIM（宿主和名〉TO　P脳

1！！SELECT3
i　i　i　SEEKPLN
l　l　l　STORE　TRIM（標準英名）　TO　PLEN

i　l　l　STORE　TRIM（標準学名）　TO　PLS頁

l　l　t　STORE　TRm（標準命名者〉TO　PL酬

l　l　I　SELECT2
111＠1÷LI醤E，O　SムYREPHCATE（”一”，136）
l　l　I＠　2＋LI甑，1　S醒”コード番号：”＋STR（CODE，6）

i　l　l＠　2＋LINE，76S醍”オペレーター：”＋OPE踏丁OR
l　l　l＠　3＋LI醜，1SAY”ウイルス名；”＋TRI敵ウイルス名）

1！1＠4＋LINE，14SAY”ウイルス英名：”÷VIRUS－N酬E
i　I　i＠　5＋LINE，14S醒”ウィルス群名：”＋GROUP－NA甑
1　　！　　1　　＠　　6＋LIRE，14　SAY　”クリフ馨トク“ラム　：”＋グリフ。トク“ラム

l　l　l＠　7÷LI醗，14SAY”粒子形態　：”＋粒子形態

l　l　l　㊤　8＋L珊E，1　SAY”シノニム　：”＋SYNON盟

I　l　I＠　9凡INE，1　SAY”保存株　二”＋COLLECTION
l　l　l＠10＋LI麗，1SAY”宿　　主　：”÷TRI敵PLN）＋”，”＋TRI欧PLEN）＋”

…

i
，，十・

　，

TRI騒（PLSN）÷””÷TRI翼（PLAN〉

＠11＋L姻E，1　SムY”病　　名 ：”÷TRIM（病名）＋”，”＋TR田（BYOU瓶

TRI頚（DISEASE）

＠12凡INE，1　SAY”病　　徴　：発病部位＝”÷TRI駅発病部位〉＋；
”
，
病 徴標徴二”＋TRI駅病徴標徴）

5！
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232：

233：

234：

235：

236：

237：

238：

239：

240：

24L
242：

243：

244：

245：

246：

247：

248：

249：

250：

251：

252：

253：

i　i　l　l　l
l　I　l　I　l
l　l　l　l　l
i　i　l　i　l
l　l　l　l　l
l　l　l　l　l
l　l　l　l　i
l　l　l　i　i
l　l　l　l！
i　i　l　l　l
l　l　l

i　i　l　l　l
i　l　l　l　l
l　l　l　i　l
l　l　i

I　l　I　i　i

！l　l　i
l　i　l　ENDDO

l　i　ENDCASE
I　E蔚DDO

ENDDO

RETURN

◎

＠

㊤

＠

　　　　　SELECT

　　　　　SKIP

　　　　　IF　EOF（〉

　　　　　　l　EJECT

　　　　　　l　SETDEVICE

　　　　　　l　STORE．F．

1＜一一一一一EXIT

　　　　　ENDIF

　　　　　STORE　LIKE＋19

　　　　　1FLI旺＝57

i←一一一一EXIT

　　　　　E醤DIF

　　ENDDO

13＋LINE，1

15ヤHNE，1

17＋LINE，0

18＋LINE，1

　　　　　1

SAY

SAY

SAY

SAY

”初記載：”岬RI猷初記載）
”備　　考　：”＋盟m（備考）

REPLICATE（’㌧’
”　　，，

　TO　SCREEN

TO　PRT

TO　LI翼E

136）
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1；＊＊＊植物細菌病の診断結果の出力プログラム＊＊＊
2：

3：

4：

5：

6：

7：

8：

9：

10：

11：

12：

13：

14；

15：

16：

17：

18：

19：

20：

21：

22：

23：

24：

25：

26：

27：

28：

29：

30：

31：

32：

33：

34：

35：

36；

37：

38：

39：

40：

4L
42：

43：

44：

45：

46：

47：

48：

49：

50：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DIAGB．PRG
STORE　．T．　TO　PDJOB4

DO　WHI　LE　PDJOB4

i＊＊結果の画面表示＊＊

l　CLEAR

i　STORE．T．TOGAMEN
l　STOREOTOLINE
l　SELECT2
1USEBACT
l　SETINDEXTOBACCODE
l　SELECTl
l＠　1，1S醒”検索された細菌名と病名は次の通りです：”
l　DO盟ILEGAMEN

l　l　STORECODETOCONO
l　l　SELECT2
i　I　SEEKCONO
i　l　STORE　TRIM（新属名）＋””＋TRI眠新種名〉÷””＋TRm（新亜種名）TO　FU

I　I　STORE　TRm（病名）TO　DI

l　l＠3＋LINE，3　SAYFU
！i＠3＋LI醤E，50SAYDI
l　l　STORELI類E÷2TOLINE
！i　SELECTl
l　l　SKIP
l　l　IFEOF（）

l　l　l　STORE．F．TOGAHEN
l　l　ENDIF

l　l　IFLINEニ18
11　1◎3÷LINE，1SAY”何かキーをたたけば次の画面がでます。”
l　l　l　SETCONSOLEOFF
l　l　l曾AIT
i　l　l　SE了CONSOLEON
l　l　l　CLEAR

l　l　l　STOREOTOLINE
l　l　ENDIF

l　ENDDO

l＠3＋LINE，1SAY”何かキーをたたけば次の作業の指示画面。”
l　SETCO翼SOLEOFF
l冤AIT
l　SETCONSOLEON
l　DO朋ILE．T。

l　l　CLEAR

I　l　STORESPACE（1）TOSHORI

i　l　SETCOLORTOGB
l　l＠　3，20　SAY”　　次の作業の指示”

l　l　SETCOLORTORG
l　I＠4，20SAY”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”

1！SETCOLORTO》
l　l＠　6，20　SAY”0＝このまま元に復帰”
l　l＠　8，20　SAY”1二検索結果の要約プリント”

i　i＠10，20　SAY”2二病名個表の画面出力”
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51：l　l＠12，20SムY”3＝病名個表のプリント出力”
52：l　l◎15，20　SAY”処理番号を入力して下さい”GET　SHORI

53：l　i　SETCURSORON
54：I　l　SETCONFIRNON
55：l　l　READ
56：　i　　l　　CLEAR　GETS

57：l　l　SETCONFIRMOFF
58：I　I　SETCURSOROFF
59：1！IFSHORIニ”1”．OR．SHORIニ”3”

60：i　l　i　SETCOLORTOR
61：l　l　i◎17，20　SAY”プリンターの準備を確認して、何かキー！”

62d　i　l　SETCONSOLEOFF
63：！l　l脚AIT

64d　！l　SETCONSOLEON
65：l　i　l　SETCOLORTO》
66：l　I　ENDIF

67：l　l　DOCASE
68：l　l　l＊＊終了の指示があった場合＊＊

69：l　lにASESHORI＝”0”
70：i　i　I　CLOSEDATABASES

71：l　l　l　DELETEFILEROJOl．DBF
72：i　l　I＊細菌以外にも病原を検索する場合の復帰＊

73：i　l　i　IFPAT＞1
74：！l　l　I　STORE．F．TOPDJOB4
75d〈…一一一一一EXIT
76：l　i　l　ENDIF
77：l　l　l＊全作業ファイルを消去して復帰＊
78：　l　　l　　l　　DELETE　FILE　PATHOGEN．1）BF

79：l　l　l　DELETEFILEBYOUV．DBF
80d　i　l　DELETEFILEBYOUB．DBF
81：l　l　i　DELETEFILEBYOUF．DBF
82：l　I　l　DELETEFILEBYO脳．DBF
83d　l　l　STORE’．F．TOPDJOB4
84：l　l　l　STORE．F．TOPDJOB3
85：1＜一一一一EXIT

86：I　l　l＊＊検索結果の要約プリント＊＊
87：l　i　iCASESHORIニ”1”
88：　l　　i　　l　　SET　I）EVICE　TO　PRINT

89：1！i　STOREOTOLINE
90：l　l　l　GOTOTOP
91：l　l　l　STGRE．T．TOPRT
92：l　I　i　DO囲ILEPRT
93：l　l　l　l　STORE．T。TOPAGE
94：l　l　l　i＠　1，45　SAY”＊＊＊植物細菌病の検索結果＊＊＊”

95：l　l　l　l＠1，75SAY”（”＋LTRI駅STR（YEAR（DATE（））））＋”年”＋LTMM（STR（HONT
　：H（DATE（）））〉；

96：l　l　l　l　＋”月”＋LTRI敵STR（DAY（DATE（）〉）〉＋”日〉”

97：l　l　l　I◎　4，21SAY”あなたの設定した条件に適合する本邦産主要植物病原
　：細菌；

98：l　l　l　i及び病名のリストは下記の通りです。”
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99：i　l　i　l＠　6，5　SAY”検索条件：　（病原は”殖GENT＋”と設定）”

100：lill＠7，5SAY”宿主植物名二”＋PN
101：1　！　i　l＠　8，5　SAY”　　　　　　　　　　　　　　（宿主標準名：”州N＋”
　：）”

102：l　l　l　l◎9，5SAY”　　　　　　　　　　”＋PN1
103d　l　l　l㊤10，5SAY”　　　　　　　　　”＋P聾2
104：！l　l　i㊧12，5SAY”宿主上発病部位　＝（1）”÷TRI敵DPP〉＋”，（2）
　：”＋TRI琶（DP2P）

105：i　i　l　l＠4，5　SAY”特記すべき病徴や標徴　＝（1）”＋TRI駅SYP）＋”，（2）
　：”＋TRIM（SY2P）

106：i　l　l　l㊧17，5　SAY”検索結果：”
107：i　l　i　l＠18，5　SAY”　検索された菌（病害）数＝”＋LTRIM（STR（KAZU））＋”

　：点”

108：l　i　i　l＠19，5　SAY”　検索結果の表示事項　　　＝1行目：日本有用植物
　：病名目録；

109：l　l　l　iに記載されている菌名”
110：1　！　i　l＠20，5　SAY”　　　　　　　　　　　　　2行目：日本有用植物
　：病名目録；

111：l　l　I　lに記載されている病名”

112d　！l　l　DO冊ILEPAGE
113：l　l　i　i　I　STO髭E”（”＋LTRI麓（STR（REC醤0（）））＋”ア’　　　TON脳

114d　i　l　l　l　STORECODE　　　　　　　　　　　　TOCONO
115：l　l　l　l　l　SELECT2

116：l　l！l　l　SEEKCO醤0
117d　　l　l　l　l　STORE　TRI駅新属名〉＋’”’＋TRI眠新種名）＋’”’÷TR粥（新亜種名）＋’”’

　：＋盟1鼠新命名者）TG珊
118：1！l　l　l　STORE　TRI敵病名）÷”，”＋TRI躍（BYO田EI〉＋”，”＋TRI駅DISEASE）TO

　：DI
119：l　l　l　l　l　STORE”［病名コード番号二”＋STR（CONO，6，0〉÷”r’　　　　TO

　：COP
120：l　l　l　i　l＠24＋LINE，7　SAY四脳
121d　l　l　l　l＠24÷LINE，12SAYFU
122：1！i　i　l＠25＋HNE，12SムYDI
123：！l　l　l　l＠25＋LINE，90SAYCOP
124d　l　l　l　l　SELECT1
125：l　l　l　l　l　SKIP
126：l　l　l　l　i　IFEOF（）
127d　　l　l　l　l　i◎27＋LINE，5　SAY”注：各病害についてさらに詳細な情報が
　：必要な場合は、；
128：！　I　l　I　l　I病名個表を呼び出して下さい。”

129：l　l！l　i！STORE．F．TOPAGE
130d　l　I　l　l　l　STORE．F．TOPRT
131：l　l　l　l　l　ENDIF
l32：　l　　l　　l　　l　　l　　STORE　LINE＋4　TO　LINE

133：i　l　l　i　l　IFLINEニ36
134d　　l　i　l　l　l924＋LINE，5　SAY”注：各病害にっいてさらに詳細な情報が
　：必要な場合は、；
135：l　l　i　i　l　I病名個表を呼び出して下さい。”

136：！l　l　l　l　i　STOREO　TOLINE
137：l　l　l　I　l　l　STORE．F．TOPAGE
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138：l　l　l　l　l　ENDIF
139：l　l　l　l　ENDDO
140：l　l　t　ENDDO

141：l　l　l　EJECT

142d　l　l　SETDEVICETOSCREEN
l43：I　l　l＊＊病名個表の画面出力＊＊
144：l　l　ICASES翼ORI＝”2”

145：i　l　i　CLEAR

146：l　i　l　SELECT3
147：l　i　l　USEPLANT
148：l　l　l　SETINDEXTGPJNDEX
149：I　l　l　SELECT1
150：i　l　l　GOTOTOP
151d　I　l　STORE．T．TOGANEN
152：l　l　l　DO盟ILEGA麓E醤
153：l　i　l　l　CLEAR

154：l　i　l　l　STORECODETOCONO
155：i　l　i　l　SELECT2

156：l　i　l！SEEKCONO
157：l　I　l　l　STORE　TRI駅宿主和名）TO　PLN

158：i　l　l　l　SELECT3
159：　l　　i　　l　　I　　SEEK　PL醤

160：l　l　l　l　STORE　TRm（標準英名〉　TO　PLEN
l61：l　l　l　l　STORE　TRI駅標準学名）　TO　PLSN
162：l　l　l　l　STORE　TRm（標準命名者〉TG　PLAN
163：l　l　i　l　SELECT2
164：l　l　l　l＠1，1SムY”CODE　　：”＋STR（CODE，6）＋”（RECORD：”÷LTRI樋（STR
　：（RECNO（）））＋”）”

165：l　l　l　l＠1，51SAY”OPERATOR：”÷OPERATOR
166：l　I　l　l＠　3，1　SAY”菌　　名　：”＋TRm（新属名）＋””＋TRm（新種名）＋””＋；

167二l　l　l　l　TRI駅新亜種名）＋””＋TRm（新命名者）

168：I　i　l　I＠5，1SAY”菌の別名　：”÷SYNONYK
169：i　l　i　l＠　6，1SAY”菌の保存　：”＋COLLECTION
170：llil＠7，1SAY”宿主：”＋TRIM（PLN〉＋”，”＋TRI敵PLEN）＋”，”÷；
17LI　l　l　l　TRI煙（PLSN）＋’’”÷TRI擁（PLA廻）

172：l　i　l　l＠　9，1SAY”病　　名　：”＋TRIN（病名）＋”，”＋TRIM（BYO田EI）＋”，”＋

　：　；

173d　l　l　l　TRm（DISEASE）
174：l　l　l　l＠11，1SAY”病　　徴　：発病部位＝”理RIK（発病部位）＋；
175：l　l　I　I”，病徴標徴二”＋TRm（病徴標徴）

176：l　i　i　l＠13，1SAY”初記載：”＋TRI眠初記載）
177：l　i　I　l＠15，1　SAY”備　　考　：”＋TRIN（備考）

178：l　i　l　l＠18，5SAY”何かキーをたたいて下さい”
179：l　l　I　l　SETCONSOLEOFF
180：i　l　l　l曾AIT
181：l　l　i　I　SETCO賛SOLEOK

182：l　l　i！SELECTl
l83：i　i　l　l　SKIP
184：l　l　l　i　IFEOF（〉

185：l　l　l　i　i　STORE．F．TOG酬EN
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186：

1873

188：

189：

190：

191：

192：

193：

194：

195：

196：

197：

198：

199：

200：

201：

202：

203：

204：

205：

206：

207：

208：

209：

210：

21L
212：

i　l　ENDIF

l　ENDDO
l＊＊病名個表のプリント出力＊＊

lCASESHORI＝”3”

l　S肌ECT3
1　　USE　PLANT

l　　SET　I　NDEX　TO　PJNDEX

i　SETDEVICETOPRINT
l　SELECTl
I　GOTO　TOP

l　STORE．T．TOPRT
l　DO響HILEPRT

l1STOREOTOLI醤E
l　I　STORE．T．TOPムGE

l　i　DO盟ILEP盛GE
l　i　i　STORECGDETOCONO

l！l　SELECT2
11i　SEEKCONO
l　l　l　STORE　TRI駅宿主和名）TO　Pm
l　l　I　SELECT3
i　i　i　SEEKPL醤
l　i　l　STO朗TRIN（標準英名）　TO　PLEN
l　l　l　STORE　TRI駅標準学名）　TO　PLSN
l　l　l　STORE　TRIH（標準命名者〉TO　PLAN

l　l　l　SELECT2
111＠1＋LINE，O　SAYREPHCATE（”一”，136）
l　l　l㊤2÷LINE，1SAY”CODE　　：”＋STR（CODE，6）÷”

：RIM（STR（RECNO（）））＋”）”

213d　l　l　l
214d　l　l　l
　　：名）＋””÷；

215：i　l　l　l

216；l　l　i　l

217：l　i　i　l

218d　l　l　I
　　　　カ　　：　，　予；

219：1！
220d　l
　　：D÷”，

221d　l
222d　l
223d　l
224：l　l
225：i　I
226：l　i
227d　　l
228d　　l
229：I　l
230：1　1
231：l　l

！

i
，，

十；

◎2÷LIRE，76SAY”OPERATOR：”＋OPERATGB
＠　3＋LINE，l　SAY”菌　　名　：”＋TRIN（新属名）＋

TRm（新亜種名）＋’’”＋TRI欧新命名者）

＠　4＋LINE，1　SAY”菌の別名　：”＋SYNON盟

＠　5÷L姻E，1　SAY”菌の保存　：”＋COLLECTION

＠　7＋LINE，1SAY”宿　　主　：”＋TRIN（PLN〉＋”，

　　　　　　　　”TRI冠（PLS層）÷”

＠9÷H翼E，1

÷TRI哲（PLA醤）

SAY”病　　名

，，

（BECORD：”＋LT

”＋TR廻（新種

”＋TRI醒（PLE醤）＋”

：”＋TRI駅病名）＋”，”＋TRIN（BYOUME

TRIN（DISEASE）

＠11÷LINE，1SAY”病　　徴　：発病部位＝”÷TRIM（発病部位）＋；
”
，
病
徴
標
徴 ＝”＋TRI駅病徴標徴）

◎13砿INE，1　SAY”初記載　：”÷TRI敵初記載）

＠15÷LI配，1SAY”備　考：”＋TRI駅備考）
＠17＋LINE，O　SAYREPLICATE（”一”，136）

＠18＋LINE，1SAY””
SELECT　l
SKIP
IF　EOF（〉

i　EJECT
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232：

233：

234：

235：

236：

237：

238：

239：

240：

241：

242：

243：

244：

245：

l　l　I　l　l　l　SETDEVICETOSCREEN
l　l　I　l　i　l　STORE．F．TOPRT
I　l　l　i←一一一一EXIT

l　l　l　I　I　ENDIF
i　l　l　l　l　STORELINE＋19TOLINE
l　I　l　l　l　IFLINE＝57
1111←一一一一一EXIT
l　I　l　l　I　ENDIF
l　i　I　l　ENDDO
l　l　l　ENDDO

l！ENDCASE
l　ENDDO

ENDDO

RETURN
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1：＊＊＊植物糸状菌病診断結果の出力プログラム＊＊＊
2：

3：

4：

5：

6：

7：

8：

9：

10：

11：

12：

13：

14：

15：

16：

17：

18：

19：

20：

2L
22：

23：

24：

25：

26：

27：

28：

29：

30：

3L
32：

33：

34：

35：

36：

37：

38：

39：

40：

41：

42：

43：

44：

45：

46：

47：

48：

49：

50：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DIAGF．PRG
STORE　　。T．　TO　PDJOB4

DO　ヤ『HILE　PDJOB4

1＊＊結果の画面表示＊＊

l　CLEAR

l　STORE．T．TOGAMEN
l　STOREOTOLINE
l　　SELECT　2

1USEFU醤GUSINDEXFUNCODE
l　　SELECT　l

l＠　1，1S醍”検索された菌名と病名は次の通りです：”
l　　DO　～りHI　LE　GANEN

i　l　STORECODETOCONO
I　　l　　SE：LECT　2

11SEEKCONO
l　l　STORETRIN（GE醜S）÷’’”＋TRI雑（SPECIES）丁OFU

！　i　STORE　TRI駅病名〉TO　DI

i　l＠3＋LINE，1　SAYFU
l　l＠3＋LI醤E，48SムYDI
l　l　STORELINE＋2TOLINE
l　I　SELECTl
l　l　SKIP
l　l　IFEOF（〉

l　i　l　STORE．F．TOGA鍾E斡
l　l　ENDIF

l　l　IFLI醗二18

11163÷LIRE，1SAY”何かキーをたたけば次の画面がでます。
l　l　l　SETCO醤SOLEOFF

l　l　l闊T
l　l　l　SETCONSOLEO醤
l　　l　　l　　CLEAR

l　l　l　STOREOTOLINE
l　i　E四DIF

l　ENDDO

i◎　3＋LINE，i　SAY”何かキーをたたけば次の作業の指示画面。”

l　SETCONSOLEOFF
1騨AIT
I　SETCONSOLEON
l　DO騨HILE。T．

l　l　CLEAR

l　l　STORESPACE（1）TOSHORI

l　I　SETCOLORTOGB
l　l＠　3，20、SAY”　　次の作業の指示”

i　i　SETCOLORTORG
l　l＠4，20SAY”一一一一一一一一一一一一一一一一一一一”

l　I　SETCOLORTOW
i　i＠　6，20　SAY”0＝このまま元に復帰”

l　l＠8，20SAY”1＝検索結果の要約プリント”
i　l＠10，20　SAY”2＝病名個表の画面出力”

l　l＠12，20SAY”3＝病名個表のプリント出力”
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51：l　l＠15，20　SAY”処理番号を入力して下さい”GET　SHORI

52d　l　SETCURSORO肝
53：l　l　SETCO翼FIR腫ON
54：l　l　REムD

55：l　l　CLEムRGETS
56：l　l　SETCONFIRNOFF
57d　l　SETCURSOROFF
58：l　l　IFSHORI＝”1”．0盆．SHORI＝”3”

59：l　l　i　SETCOLORTOR
60d　i　l㊤17，20SAY”プリンターの準備を確認して、何かキー！”
61：　i　　l　　l　　SET　CONSOLE　OFF

62d　l　l響ムIT
63：l　i　l　SETCONSOLEON
64：l　l　I　SETCOLORTO耀
65：l　l　E醤DIF

66：I　l　DOCASE
67：l　I　i＊＊終了の指示があった場合＊＊
68：l　l　ICASESHORIニ”0”

69：l　l　l　CLOSEDATABムSES
70：l　l　l　DELETEFILEHOJO4．DBF
71：l　l　i＊糸状菌以外にも病原を検索する場合の復帰＊
72：i　l　I　IFPAT＞1
73d　l　l　l　STORE．F．TOPDJOB4
74：　1＜一一一一一一一一一一EXIT

75：l　l　l　ENDIF
76：l　I　l＊全作業ファイルを消去して復帰＊

77d　l　l　DELETEFILEPATHOGEN．DBF
78d　l！D肌ETEF皿EBYOUV．DBF
79：　l　　l　　l　　DELETE　FI　LE　BYOUB．DBF

80：　l　　l　　l　DELETE　FILE　BYOUF．DBF

81：l　l　l　D肌ETEFILEBYOUN．DBF
82：l　l　l　STORE．F．TOPDJOB4
83：l　l　l　STORE．F．TOPDJOB3
84：　1＜一一一一一一一EXIT

85：l　l　l＊＊検索結果の要約プリント＊＊
86：l　l　ICASESHORI＝”1”

87：l　l　l　SETDEVICETOPRINT
88d　l　l　STOREOTOLINE
89：l　l　l　GOTOTOP
90：　I　　l　　i　　STORE　．T．　TO　PRT

9Ll　l　l　DO朋ILEPRT
92：l　l　i　l　STORE．T．TOPAGE
93：l　i　l　l＠　1，35　SAY”＊＊＊植物病原糸状菌の検索・同定結果＊＊＊”
94d　l　l　l＠　1，75SAY”（”＋LTRIN（STR（YEAR（DATE（））））＋”年”÷LTRI駅STR（頚ONT

　：H（DATE（））〉）；

95：l　l　l　l　＋”月”＋LTRIN（STR（DAY（DATE（））））＋”日）”

96：i　l　l　i＠　3，21SAY”あなたの設定した条件に適合する本邦産主要病原糸状
　：菌；

97：l　l　l　l及び病名のリストは下記の通りです。”
9831　1　i　l＠　5，5　SAY”検索条件：　（病原は”殖GENT＋”と設定）”
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99：llll＠6，5SAY”宿主植物名＝”÷囲
100d　　l　l　l＠　7，5　SAY”　　　　　　　　　　　　　　（宿主標準名：”＋梱＋”
　：）”

101：I　l　l　I＠8，5SAY”　　　　　　　　　”＋PNl
102d　l　i　l＠9，5SAY”　　　　　　　　　”＋P醤2
103d　l　l　l㊤10，5SAY”宿主上発病部位　＝（1）”＋TRIN（DPP〉＋”，（2）
　：”＋TRIM（DP2P〉

104d　　！　l　l㊤11，5　SAY”　特記すべき病徴や標徴　　二（1）”＋TRIM（SYP）＋”，（2）

　：”＋TRIM（SY2P）

105d　1　！　1＠12，5　SAY”　胞子形成に関する特徴　二”÷SEP

106：llll＠13，5SAY”胞子の色　二”＋SCP
107dill＠14，5SAY”胞子の形態二”＋SFP
108：ilii＠15，5SAY”胞子の細胞数＝”＋CNP
109：i　i　i　l＠16，5SAY”菌の栄養体構造　＝”＋HSP
m：1　！　l　i＠18，5　SAY”検索結果：”
111：i　l　l　l㊤19，5SAY”検索された菌（病害）数＝”＋LTRIN（STR（KAZU））＋”

　：点”
112：i　l　l　i＠20，5　SAY”　検索結果の表示事項　　　二1行目：日本有用植物
　：病名目録；

113：l　l　l　lに記載されている菌名”
114：l　i　l　t621，5　SAY”　　　　　　　　　　　　　2行目：日本有用植物
　：病名目録；

115：l　l　l　lに記載されている病名”
116d　l　l　l㊤22，5SAY”　　　　　　　　　　　　（3行目3設定条件で検
　：索された；
117：l　l　I　i病原菌の世代が上記目録の記載と異なる場合の（亜）門名，属名）”

118：l　l　l　l　DOWHILEPAGE
119：I　l　l　l！STORE”（”＋LTRI糎（STR（RECNO（〉））÷”）”　　　　TO醐擁

120d　l　l　l　i　STORECODE　　　　　　　　　　　　TOCONO
l21d　l　l　l　l　STORE”（本菌の所属は”＋TRI駅SUBDIVISめ＋”〉”TO　SDP
122：l　i　！　i　l　STORE　TRIN（他世代名）　　　　　　　　　　　　TO　TSP

123：l　l　i　l！SELECT2
124：　I　　l　　l　　l　　l　　SEEK　CONO

125：l　l！l　i　STORETRIM（GENUS）＋””＋TRI醒（SPECIES〉＋””＋TRI雑（AU盟OR）　TO

　：FU
126：l　l　l　l！STORE　TRI駅病名）＋”，”÷TRI糎（BYO脳EI〉＋”，”＋TRIM（DISEASE〉TO

　：DI
127：l　l　l　l　l　STORE”［病名コード番号二”÷STR（CONO，6，0）＋”］”　　　　TO

　：COP
128：l　l　l　l　l＠24÷LINE，7　SムY賛UK
129：1

130：1

131d
132d
133：1

134：l

l35：i

136：i

137：1

！1＠24＋LINE，12SAYFU
i　l㊤24＋LINE，＄＋1SAYSDP

l　l＠25＋LINE，12SAYDI
l　l　e25÷LINE，90SAYCOP
I　l＠26÷LINE，12SAYTSP
l　l　SELECTl

llSKIP
l　l　IFEOF（）

l　l　l＠28＋LINE，5　SAY”注：各病害についてさらに詳細な情報が
：必要な場合は、；
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138：l　l　l　l　l
139：l　l　l　I　l
140：i　l　l　l　l

141：l　l　l　l　l
142二l　l　l　l　l
143：l　l　l　l　I
144：l　l　l　l　i

　：必要な場合は、
145：l　l　l　l　l

146d　l　l　I　I
147：l　i　l　i　l

148：1！l　l　l
149：l　l　l　l

l50：l　l　l　E想DDO

151：l　l　l　EJECT

152：l　l　I　SET
153：l　l　l

154：I　l
155：l　l　l

156d　　I　l
157：l　i　i

l58：l　l　l　SET
159：l　l　l
160：I　l　l

161：1！l　SET
162d　l　I
163：l　l　l

164：l　l　l

165：l　l　l
166：l　l　l　l

167；l　l　l　I

168：i　l　！　1

169：l　l　l　l

170：l　l　i　l

17L　l　l　l　l

172d　l　l　i
173：l　I　I　I

174：l　l　l　l

175：l　l　l　l

176：l　l　l　l

l77：I　i　l　I

178：l　l　l！
179：I　l　l　l

180：l　l　l　！

181：l　i　l　l

182：l　i　i　l

l83：l　l　l　I

184：l　l　l　l　＠

185：i　i　l　i　e

1病名個表を呼び出して下さい。”

l　STORE．F．TOPAGE

l　STORE．F．TOPRT
ERDIF
STORE　LINE＋4　TO　LINE

IFLINEニ36
i＠24耗INE，5　SAY”注：各病害についてさらに詳細な情報が

1病名個表を呼び出して下さい。
l　STOREO　TOLI国E
l　STORE．F．TOPAGE
ENDIF
ERDDO

　　　　　　　DEVI　CE　TO　SCREEN

　　　　　＊＊病名個表の画面出力＊＊

　　　lCASESHORIニ”2”

　　　　　CLEAR

　　　　　S肌ECT3
　　　　　USE　GECO

　　　　　　　INDEX　TO　GENEDEX

　　　　　S肌ECT4
　　　　　USE　PLANT

　　　　　　　INDEX　TO　PJNDEX

　　　　　S肌ECT　l

　　　　　GOTO　TOP

　　　　　STORE　．T．　TO　GA凹E醤

　　　　　DO　、》HILE　GAMEN

　　　　　　CLEAR
　　　　　　STORE　CODE　TO　CONO

　　　　　　SELECT2
　　　　　　SEEK　CONO

　　　　　　STORETRI醒（GENUS）　TOGE
　　　　　　STORE　TRIH（宿主和名）TO　PLN

　　　　　　SELECT3
　　　　　　SEEK　GE
　　　　　　STORE　SUBDI　VI　SN　TO　AA

　　　　　　STORE　CLASS　　　　　TO　BB

　　　　　　STORE　ORDER　　　　　TO　CC

　　　　　　STORE　FA雑ILY　　　　TO　DD

　　　　　　S肌ECT4
　　　　　　SEEK　PLN
　　　　　　STORE　TRI駅標準英名）　TO　PLEN

　　　　　　STORE　TRI敵標準学名）　TO　PLSN

　　　　　　STORE　TRIH（標準命名者）TO　PLAN

　　　　　　SELECT2
　　　　　　　　1，1SAY”CODE　　：”÷STR（CODE，6）＋
（RECNO（）））＋”）”

　　　　　　　　1，51SAY”OPERATOR：”＋OPERATOB

（RECORD：”÷LTRI欧STR



186：1

187：1

188：1

189：1

190d
191：1

192：1

193d
194：i

195：1

196：1

197：1

　　：　；

198d
199：i

200：1

201：1

202：1

203：1

204：1

205：1

206d
207：1

208：1

209：1

210d
211：1

212：1

213d
214：1

215d
216d
217：1

218：1

219：1

220：i

221：1

222；1

223：1

224：1

225：1

226：1

227：1

228d
229：1

230d
231：1

232：1

233：1

234d

リレーショナル・データベースによる有用植物の病害診断支援システムの開発

◎　3，l　SAY”菌
TRI頚（AUTHOR）

◎

＠

＠

＠

＠

＠

＠

＠

名”＋GE＋’’”＋TRm（SPECIES）＋””＋；

4，14　SAY　AA

4，48SAYBB
5，14SAYCC
5，48SAYDD
6，1SAY”菌他世代
7，1　SAY”菌の別名

8，1SAY”菌の保存
9，1　SAY”宿　　主
　　　　　　，，

：’，÷OTHERSTAGE

：”÷SY蕪0賊YM

：’，fCOLLECTION

：”＋TRIM（PLN）＋”，

TRI瀕（PLSN）季”＋TRI頚（PLAN）

＠11，1　SAY”病　　名　：”＋TRI駅病名）＋

”＋TRIN（PLE醤）＋”，”÷；

”
，
”÷TRIH（BYOUMEI）＋”，”＋

l　l　TRIN（DISEASE）

l　l＠12，1　SAY”病　　徴　：発病部位＝”岬RI敵発病部位）＋；

i　l”，病徴標徴＝”＋TRI駅病徴標徴）

l　l＠13，1SAY”初記載　：”岬RI欧初記載）
l　l＠15，l　SAY”備　　考　：”＋TRm（備考〉

l　i＠18，5　SAY”何かキーをたたいて下さい”
l　l　SETCONSOLEOFF

l　l騨AIT
i　l　SETCONSOLEON
i　l　SELECTl
l　l　SKIP
l　l　IFEOF（）

l　l　l　STORE．F．TOGA粥EN

l　l　ENDIF

l　ENDDO
l＊＊病名個表のプリント出力＊＊

lCASESHORIニ”3”

l　S肌ECT3
1USEGECO
l　SETINDEXTOGENEDEX
l　SELECT4
1USEPLムNT
i　SETINDEXTOPJNDEX
l　SETDEVICETOPRINT
l　S肌ECTl
l　GOTOTOP
I　STORE．T．TOPRT

i　DO冊ILEPRT
l　I　STOREOTOLINE
l　i　STORE．T．TOPAGE
l　l　DO曾HILEPAGE
I　l　l　STORECODETOCONO
l　l　l　SELECT2

111SEEKCONO
l　　i　　l　　STORE　TRI麺（GENU　S）　　　　TO　GE

l　l　l　STORE　TRI眠宿主和名）TO　PLN

i　I　l　SELECT3

63
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235：i　l
236：I　l
237d　i
238d　i
239d　l
240：l　l
241：i　i
242d　l
243：l　l
244d　l
245：l　l
246：l　l
247：l　l
248d　　l
249：l　l
250：I　l
251：l　l
252：l　i
253：l　l
254：l　l
255d　i
256：l　l
257：l　l
258d　l
259：i　i
　　　シり　　　ラつ
　　●　　　　十。
　　ヨ　　　　タ　　　　　　り

260：l　i
261d　l
　　：EI）÷”，

262：I　l
263：l　l
264d　l
265：l　l
266：i　l
267：l　l
268d　l
269：l　i
270：l　l
271：l　i
272；l　l
273：l　l
274d　l
275d　I
276：i　i
277：1　！

278：l　I
279d　l
280：l　i
281：l　l
282：l　i

SEEK　GE

STORE　SUBDIVISN　　TO　AA

STORE　CLASS　　　　　　TO　BB

STORE　ORDER　　　　　　TO　CC

STORE　FAHILY　　　　　TO　DD

SELECT4
SEEK　PLN
STORE標準英名　　丁O　PLEN

STORE標準学名　　丁O　PLSN

STORE標準命名者丁O　PmN
SELECT2
＠

＠

＠

＠

＠

1＋LINE，110SAY”CODE：”＋STR（CODE，6）

2＋LINE，O　SAYREPHCATE（”一”，136）

3＋LINE，l　SAY”コード番号：”＋STR（CODE，6）

3＋LI甑，76　SAY”オペレーター：”組PERATOR
4＋LINE，l　SAY”菌　　名　：”＋GE＋””＋TRIM（SPECIES）＋””＋；

TRI醒（AUTHOR）

＠5＋LINE，14
＠5＋LINE，48
＠　　6＋1、INE，14

6　　6＋LI翼E，48

＠7＋LINE，1
＠　　8＋LINE，1

＠　　9＋LINE，1

＠10＋LINE，1

SAY　AA

SAY　BB

SAY　CC

SAY　DD

SAY”菌他世代
SAY”菌の別名
SAY”菌の保存
SAY”宿　　主

：”＋OTHERSTAGE

：’，＋SYNONY凹

：”＋COLLECTIO醤

：”÷TR照PLN〉÷”， ”＋TRI駅PLEN〉＋

　l　l　TRI懸（PLSN）＋’’”÷TRI麗（PLAN）

　l　l＠11＋LINE，1　SAY”病　　名　：”＋TRI駅病名）＋”，”＋TRI駅BYOUM
，，十・

　タ
　I　l　TRI鯉（DISEASE〉

　l　l＠12＋LI聡，1　SAY”病　　徴　：発病部位二”＋TRI敵発病部位）＋；

　I　l”，病徴標徴二”岬RI駅病徴標徴）

　l　l＠13＋LINE，1　SAY”初記載　：”＋TRm（初記載）
　I　l＠15＋LINE，1　SAY”備　　考　：”＋TRm（備考）
　l　l＠17÷LI国E，O　SAYREPLICATE（”一”，136〉

　l　l＠18＋LI醗，1　SAY””

　1！SELECTl
　l　l　SKIP
　l　l　IFEOF（）
　i　l　l　EJECT

　l　i　i　SETDEVICETOSCREEN
　I　l　l　STORE．F．TOPRT
　l←一一一一EXIT

　l　l　ENDIF
　l　l　STORELINE＋19TOLINE
　l　i　IFLINEニ57
　1く一一一一一EXIT

　i　i　ENDIF
　i　ENDDO
　ENDDO
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283：

284：

285：

286：

l　l　E醤DCASE

l　ENDDO
E醤DDO

RETURN
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1：＊＊＊植物線虫病診断結果の出力プログラム＊＊＊　　　　DIAGN．PRG
2：　STORE　　．T．　TO　PDJOB4

3：　DO　曾HI　LE　PDJOB4

4：1＊＊検索結果の画面表示＊＊
5：l　CLEAR

6：l　STORE．T．TOGANEN

7：l　STOREOTOLINE
8d　SELECT2
9：I　USENE超A

10：l　SETINDEXTONE摂CODE
11：　l　　SELECT　1

12：1＠　1，l　SAY”検索された線虫名と病名は次の通りです：”
13：　l　　DO　曾HILE　GAきIEN

14：l　l　STORECODETOCO醤0
15：I　l　SELECT2
16：l　l　SEEKCONO
17d　l　STORE　TRI駅線虫和名）TO　FU
18：l　l　STORE　TRm（病名）　　TO　DI

19：l　i◎3＋LI賛E，3　SAYFU
20：l　I＠3＋LINE，50SムYDI
21：　i　　i　　STORE　LINE＋2　TO　LINE

22：　l　　l　　SELECT　1

23：l　l　SKIP
24：l　l　IFEOF（）

25：i　l　i　STORE．F．TOGA哲EN
26：l　I　ENDIF

27：l　l　IFLINE＝18
28d　I　l＠3÷LINE，1SAY”何かキーをたたけば次の画面がでます。”
29：　i　　i　　l　　SET　CONSOLE　OFF

30d　l　I　WムIT
31d　i　l　SETCONSOLEON
32：l　l　l　CLEAR

33：l　l　l　STOREOTOHNE
34：l　l　ENDIF
35：　l　　ENDDO

36：1＠3＋LINE，1SAY”何かキーをたたけば次の作業の指示画面。”
37：i　SETCONS肌EOFF
38：1曾AIT
39d　SETCONSOLEO醤
40：l　DOWH皿E．T．

4Ll　l　CLEAR
42：　l　　l　　STORE　SPACE（1）　TO　SHORI

43：l　l　SETCOLORTOGB
44d　I◎　3，20　SAY”　　次の作業の指示”

45d　l　SETCOLORTORG
46：l　l＠4，20SAY”…一一一一一一一。一一一一一…一”

47：！l　SETCOLORTO曾
48：11＠6，20SAY”0＝このまま元に復帰”
49：i　l◎　8，20　SAY”1＝検索結果の要約プリント”

50：l　l＠10，20SAY”2二病名個表の画面出力”
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51：l　l＠12，20SAY”3＝病名個表のプリント出力”
52：l　l＠15，20　SAY2’処理番号を入力して下さい”GET　SHORI

53d　l　SETCURSORON
54：l　l　SETCONFIR擁ON
55：l　l　READ
56：　l　　l　　CLEAR　GETS

57：l　i　SETCO国FIR煙OFF
58：l　i　SETCURSOROFF
59：i　i　IFSHORI＝”1”．OR．SHORI＝”3”

60：l　l　l　SETCOLORTOR
61d　l　l◎17，20SAY”プリンターの準備を確認して、何かキー！”
62：I　I　I　SETCONSOLEOFF
63：l　l　l翼AIT
64：l　i　l　SETCONSOLEON
65：l　l　l　SETCOLORTO曾
66d　l　EmIF
67：l　l　DOCASE
68：l　l　l＊＊終了の指示があった場合＊＊

69d　l　ICASESHORIニ”0”
70d　I　I　CLOSEDATABムSES
71d　l　l　DELETEFILEBOJOLDBF
72：l　l　l＊線虫以外にも病原を検索する場合の復帰＊

73：l　i　i　IFPAT＞1
74：l　l　l　l　STORE．F．TOPDJOB4
75：1〈一一一一一。一EXIT

76d　l　l　ENDIF
77：l　l　l＊全作業ファイルを消去して復帰＊
78：　l　　l　　l　　DELETE　FILE　PATHOGEN．DBF

79：　i　　l　　l　　DELETE　FILE　BYOUV．DBF

80：l　l　l　D肌ETEF皿EBYOUB．DBF
81：l　i　l　D肌ETEFILEBYOUF．DBF
82：l　l　l　DELETEFILEBYOU醤．DBF

83：l　l！STORE．F．TOPDJOB4
84d　l　l　STORE．F．TOPDJOB3
85：1＜一一一一EXIT

86：l　l　l＊＊検索結果の要約プリント＊＊
87：l　l　ICASESHORI＝”1”

88：l　l　l　SETDEVICETOPRINT
89d　l　l　STOREOTOLIRE
90：I　I　l　GOTOTOP
91：l　l　l　STORE．T．TOPRT
92：l　l　l　DO冊ILEPRT
93：l　l　l　l　STORE．T．TOPAGE
94：1　！　l　I＠　1，45　SAY”＊＊＊植物線虫病の検索結果＊＊＊”

95：l　l　i　l◎　1，75　SAY”（”＋LTRI欧STR（YEAR（D醒E（）〉〉）＋”年”＋LTRI駅Sm（雑ONT

　：H（DムTE（））））；

96：l　l　l　l　＋”月”＋LTR廻（STR（DAY（DATE（〉〉））＋”日〉”

97：l　l　l　I＠　4，21SAY”あなたの設定した条件に適合する本邦産主要植物病原
　：線虫；

98：l　l　l　l及び病名のリストは下記の通りです。”
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99：i　l　i　l66，5
100：1！l　i＠7，5
1㎝：l　l　l　i＠8，5
　：）”

102：l　l　l　l＠9，5
103d　i　l　l＠10，5
104：l　l　l　i＠12，5
　；”＋TRI籔（DP2P）

105：l　l　l　l＠14，5
　：”＋TRIM（SY2P）

106：l　l　l　l㊤17，5
107d　l　l　l＠18，5
　：点”

108：l　l　l　l◎19，5
　：名，和名”

109：l　i　l　l＠20，5
　：コード番号”
110d　　l　l　l

111d　　l　i　l　l

112：1！l　l　l
113：I　l　l　l　i

il4d　l　I　l　l
l15：l　l　l　l　l

　：FU
116：l　l　l　l　l

　：JN
117：l　i　l　l　l

　：DI
118：1　！　l　l　l

　：COP
119：l　l　l　l　l
120：l　I　I　l　l

121：l　l　l11
122d　l　l　l　l
123d　l　l　l　l
124：i　l　I　i　l　SKIP

125：l　l　l！1
126：l　l　I　l　l　l
　：必要な場合は、；
127：I　I　l　l　l　l
128：l　l　l　l　l　l
129：l　i　l！l　l
130：l　l　l　l　l

13Ll　l　I　I　l
132：l　l　l　l　l

l33d　l　i　I　l　l
　：必要な場合は、；
134：l　I　l　l　l　I
135d　l　l　l　l　l
136：I　l　l　l　l　l

SAY”検索条件：　（病原は”

SAY”宿主植物名
SムY”

SムY”

SムY”

SAY”宿主上発病部位

S醒”特記すべき病徴や標徴

SAY”検索結果：”
S醒”　検索された病害数

SAY”　検索結果の表示事項

SAY”

殖GEM＋”と設定）”

　＝”＋PN

　　　（宿主標準名：”

　　”÷PM
　　”＋P醤2

　ニ（1）”＋TRI縫（DPP）÷

　ニ（1）”÷TRI蟹（SYP）＋

＋蕪N＋”

（2）

（2）

＝”＋LTRI擁（STR（KAZU））＋”

＝1行目：病原線虫の学

　2行目：病名及び病名

DO　、》HILE　PムGE

　STORE”（”÷LTRI駅STR（RECNO（）））＋”）”　　　　TON“
　STORE　CODE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TO　CONO

　SELECT2
　SEEK　CO潤O
　STORET驚1姓（GENUS）＋””＋TRI盟（SPECIES）＋’”’＋TRI雑（ムUTHOR）　TO

　STORE　TRm（線虫和名〉　　　　　　　　　　　　　　　　　TO

　STORE　TRIM（病名）＋”，”＋TRIM（BYOUMEI）÷”，”＋TRI駅DISEASE）TO

　STORE”［病名コード番号二”＋STR（CO四〇，6，0）＋”】”　　　　TO

　＠24÷LI醤E，7　SAYN田
　＠24＋LINE，12SムYFU÷”，”＋JN

　＠25＋LI醤E，12SAYDI
　＠25＋LINE，90SAYCOP
　SELECT　l

　IF　EOF（）

　　　＠27＋HNE，5　SAY”注3各病害にっいてさらに詳細な情報が

　　　病名個表を呼び出して下さい。”
　　　STORE　．F．　TG　PAGE

　　　STORE　　．F．　TO　PRT

　E醤DIF
　STORE　LINE÷4　TO　LINE

　IFLINEニ36
　　　＠24＋LINE，5　SAY”注：各病害にっいてさらに詳細な情報が

　　　病名個表を呼び出して下さい。”
　　　ST　ORE　O　　　TO　LI　NE

　　　STORE　　．F．　TO　PAGE
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137：

138：

139：

140：

14L
142：

143：

144：

145：

146；

147：

148：

149：

150：

151：

152；

153：

154：

155：

156：

157：

158：

159：

160：

161：

162：

163：

164：

165：

166：

167：

168：

169：

170：

17L
172：

173：

174：

175：

176：

177：

178：

179：

180：

181：

182：

183：

184：

l　l　i　l　l　ENDIF

l　i　I　I　ENDDO
l　l　i　ENDDO
l　l　l　EJECT

l　i　l　SETDEVICETOSCREE聾
I　l　l＊＊病名個表の画面出力＊＊
l　l　ICASESHORIニ”2”

l　l　i　CLEAR

l　i　l　SELECT3

111USEPLANT
l　i　l　SETINDEXTOPJNDEX
l　l　l　SE田CTl
i　l　l　GOTOTOP
l　I　l　STORE．T．TOGA哲EN
l　　l　　I　　DO　騨HILE　GA盟EN

i　l　l　l　CLEAR
l　l　l　l　STORECODETOCONO
l　I　l　l　SELECT2

1i　i　i　SEEKCO醤O
I　l　i　l　STORE　TRIM（宿主和名）TO　PLN

l　l　l　l　SELECT3
1　　l　　l　　l　　SEEK　PLR

l　l　l　l　STORE　TRIH（標準英名〉　TO　PL烈

i　i　l　l　STORE　TRIM（標準学名）　TO　PLSN

l　l　l　i　STORE　TRI駅標準命名者）TO　PL酬

l　l　l　l　S肌ECT2

1111＠1，1SAY’℃ODE　　：”＋STR（CODE，6）＋”（RECORD：”÷LTRI哲（STR
（RECNO（）〉）＋”）”

i　l　l　l＠1，51SAY”OPERATOR：”÷OPERATOR
l　l　！　1＠　3，1　SAY”線虫和名　ぎ”＋TRI欧線虫和名）
l　l　l　l＠4，1SAY”線虫学名　：”＋TRI駅GENUS）＋’’”＋TRIM（SPECIES）＋’”’＋；

l　l　l　l　TRIM（AUTHOR）

l　l　l　l＠　5，1　SAY”線虫別名　：”÷SYNON盟

l　l　l　l＠　6，1　SAY”保存株　：”＋COLLECTION
l　！　l　l＠　7，1　SAY”宿　　主　：”＋TRI欧PLN）＋”，”＋TRI欧PLEN）＋”，”＋；

l　l　l　l　TRIM（PLSN）＋””＋TRI雑（PLAN）

l　l　l　l＠　9，1SAY”病　　名　：”÷TRI駅病名）＋”，”÷TRIM（BYOU醜1）＋”，”＋

；

l　l　l　l　TRI琶（DISEASE）

I　I　l　I㊤11，1　SAY”病　　徴　：発病部位＝”＋TRIM（発病部位）＋；

I　l　l　l”，病徴標徴二”岬RI敵病徴標徴）

l　l　l　l＠13，1　SAY”初記載　：”＋TRIN（初記載）
l　l　l　l＠15，1　SAY”備　　考　：”＋TRI駅備考）

l　l　l　l＠18，5　SAY”何かキーをたたいて下さい”

l　l　I　l　SETCONSOLEOFF
l　l　l　l曾AIT

i　l　l　l　SETCONSOLEON
l　l　l　i　SELECTl
i　l　l　l　SKIP
l　l　I　I　IFEOF（）
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185：l　l　l　l　l　STORE．F．TOGA醒EN

186d　l　I　l　ENDIF
187d　l　l　ENDDO
188：l　l　l＊＊病名個表のプリント出力＊＊
189：l　l　ICASESHORI＝”3”

190d　l　l　S肌ECT3
19Ll　l　l　USEPLANT
192：l　l　l　SETINDEXTOPJNDEX
193：l　l　l　SETDEVICETOPRI醤丁
194d　l　l　S肌ECTl
195：l　l　l　GOTOTOP
196d　l　l　STORE．T．TOPRT
197：1！l　DO曾HILEPRT
198：l　i　l　l　STOREOTOLINE
199：l　l　l　l　STORE．T．TOPAGE
200：l　l　l　I　DO朋ILEPAGE
201：l　l　l　i　l　STORECODETOCONO
202：I　I　l　I　l　SELECT2
203：l　l　l　i　l　SEEKCONO
204：l　l　I　l　I　STORE　TRIN（宿主和名）TO　PLN

205：l　l　l　l　l　SELECT3
206：l　l　l　l　l　SEEKPLR
207：l　l　l　l　l　STOBE　TRIM（標準英名）　TO　PLEN

208；1　1　1　1　1STORE　TRI駅標準学名）　TO　PLSR
209：l　l　l　l　l　STORE　TR刑（標準命名者）TO　PLAN

210：l　l　l　l　l　S肌ECT2
211：　l　　l　　l　　i　　l　　＠　　1＋LI翼E，O　　SAY　REPLI　CATE（，，一”，136）

212：　l　　l　　l　　l　　l　　＠　　2＋LINE，1　　SAY　”CODE　　　　　　：’，＋STR（CODE，6）＋”　（RECORD　：”＋LT

　　：RIH（STR（RECNO（）））＋”〉”

213：l　l　l　l　i＠2＋LINE，76SAY”OPERATOR：”＋OPERATOR
214：l　i　l　l　l＠　3＋LINE，1SAY”線虫和名　：”＋TRI駅線虫和名〉
215：l　l　l　l　l＠4＋LI甑，1SAY”線虫学名　；”＋TRIK（GENUS）＋’”’＋TRI欧SPECIE
　　：S）＋’’”＋；

216：l　l　l　l　l　TRIM（AUTHOR）

217：l　l　l　l　l＠　5＋LI醗，1SAY”線虫別名　：”＋SYNORYM

218：l　l　l　l　l＠6＋LINE，1SAY”保存株：”＋COLLECTION
219：l　l　l　i　l＠　7＋LINE，1SAY”宿　　主　：”＋TRIK（PLN）＋”，”＋TRIM（PLEN）＋”
　　　　つつ　　：　，　十；

220d　l　l　l　l　TRIK（PLSN）＋””＋τRI麗（PLAN）

221：l　l　l　l　I＠　9＋LINE，1SAY”病　　名　：”＋TRI麺（病名）＋”，”＋TRI雑（BYOUME
　　：1）÷”，”÷；

222：l　I　l　l　l　TRIM（DISEASE）

223：l　l　l　l　l＠11÷LINE，1SAY”病　　徴　：発病部位＝”＋TRI駅発病部位）÷；
224：l　I　l　l　l”，病徴標徴＝”÷TRIM（病徴標徴）

225：l　l　l　l　l＠13＋LINE，1SAY”初記載：”岬RI欧初記載〉
226：lllll＠15残INE，1SAY”備　考：”＋TRIM（備考）
227：l　l　l　l　l＠17÷LINE，O　SAYREPLICATE（”一”，136〉

228d　l　l　l　l＠18＋LINE，1SAY””
229：l　l　l　l　l　SELECT1

230d　l　i　I　l　SKIP
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231：

232：

233：

234：

235：

236：

237：

238：

239：

240：

241：

242：

243：

244：

245：

246：

l　l　l　l！IFEOF（）
l　i　l！l　l　EJECT
l　l　l　l　l　l　SETDEVICETOSCREEN
l　l　l　I　l！STORE．F．TOPRT
l　l　l　l←一一一一一EXIT

l　i　l　l　l　ENDIF

l1l　l　l　STORELI四E＋19TOLINE
l　l　l　l　l　IFH醤E＝57
11i　l〈一一一一一EXIT
l　I　I　i　i　ENDIF

l　l　l　l　ERDDO
l　l　l　ENDDO

i　l　ENDCASE
l　ENDDO

ENDDO
RETURN
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